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〈キミテズリ百果報事〉は、とくに、中世沖縄の王権にかかわる祭祀儀礼として、はやくから注目
をあつめてきた。袋中は『琉球神道記」（以下『神道記』と略記）に僅かではあるがその記録を残し、
十七世紀半ばの最古の史書『中山世鑑』（以下『世鑑」と略記）は、これを王の慶賀のための、王府の
最
重
要
の
儀
礼
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
新
井
白
石
は
江
戸
上
り
の
琉
球
国
使
に
こ
の
儀
礼
に
つ
い
て
も
質
問
し
て
いる。『おもろさうし』は、十六世紀半ば以降の、詞書をもつくキミテズリ百果報事〉（以下〈キミテズ
中
世
沖
縄
の
王
府
儀
礼
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
百
果
報
事
〉
の
意
義
ｌ
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
と
「
公
事
帳
」
に
み
る
「
御
捧
」
献
上
の
場
〈
君
誇
〉
に
関
連
し
て
Ｉ
は
じ
め
に
真
喜
志
瑠
子
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リ
〉
と
略
記
）
の
多
く
の
オ
モ
ロ
を
収
載
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
直
接
的
な
史
料
と
し
て
、
オ
モ
ロ
歌
唱
を
伴
う
儀
礼
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
儀
礼
解
明
の
た
め
の
最
も
大
き
な
手
掛
か
り
を
提
供
し
て
い
る
。
「
琉
球
国
由
来
記
』
（
以
下
「
由
来
記
』
と
略
記
）
は
表
面
的
に
は
「
神
道
記
』
の
記
述
を
引
用
す
る
の
み
で
あ
り
、
『
女
官
御
双
紙
』
も
こ
の
儀
礼
の
記
録
を
残
さ
な
い
。
伊
波
普
猷
氏
以
来
こ
の
儀
礼
に
関
す
る
考
察
は
、
そ
の
多
く
を
『
世
鑑
』
の
記
述
に
頼
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
オ
モ
ロ
の
子
細
な
検
討
を
経
た
も
の
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
近
年
『
世
鑑
』
の
記
述
と
、
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
の
オ
モ
ロ
詞
書
と
の
間
の
齪
酪
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
た
が
、
多
く
を
解
明
す
る
こ
と
に
は
繋
が
ら
な
か
っ
た
。
研
究
の
進
展
を
妨
げ
て
き
た
の
は
、
従
来
の
王
府
儀
礼
、
と
く
に
農
耕
儀
礼
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
固
定
化
で
あ
り
、
各
々
の
儀
礼
の
史
料
に
立
ち
入
っ
て
逐
一
検
討
し
位
置
づ
け
よ
う
と
い
う
考
察
が
十
分
に
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
た
め
今
も
定
着
し
て
い
る
王
府
祭
祀
儀
礼
観
は
、
初
期
の
オ
モ
ロ
解
釈
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
伊
波
普
猷
氏
に
よ
る
オ
モ
ロ
解
釈
を
含
ん
だ
、
オ
ナ
リ
神
信
仰
を
軸
と
し
た
聖
俗
二
元
論
は
、
壬
府
祭
祀
観
に
つ
よ
い
影
響
を
与
え
つ
づ
け
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
論
拠
と
す
べ
き
、
と
く
に
王
府
の
農
耕
儀
礼
に
関
し
て
の
、
『
由
来
記
」
巻
一
の
王
城
公
事
や
『
女
官
御
双
紙
』
を
基
に
し
た
基
礎
的
な
考
察
は
殆
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
従
来
の
オ
モ
ロ
解
釈
と
王
府
祭
祀
儀
礼
観
は
、
検
証
不
足
の
ま
ま
互
い
に
寄
り
掛
か
る
状
態
、
あ
る
い
は
堂
々
巡
り
の
状
況
に
あ
る
、
と
い
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
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た
と
え
ば
、
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
の
オ
モ
ロ
に
つ
い
て
の
従
来
の
通
説
的
解
釈
は
、
こ
れ
ら
を
『
女
官
御
双
紙
』
で
、
君
君
と
よ
ぶ
王
族
女
性
が
直
接
に
か
か
わ
り
、
オ
モ
ロ
を
う
た
う
儀
礼
と
み
て
い
る
。
君
々
と
こ
れ
以
外
の
王
府
儀
礼
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
も
、
従
来
と
く
に
考
察
さ
れ
な
か
っ
た
。
筆
者
の
試
み
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
『
女
官
御
双
紙
』
『
由
来
記
』
の
記
録
す
る
君
君
と
よ
ぶ
王
族
女
性
な
ど
の
職
事
は
、
年
忌
な
ど
の
仏
事
で
あ
り
、
こ
の
状
況
は
尚
清
壬
代
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
と
推
定
さ
れ
る
（
拙
稿
二
○
○
七
年
）
。
稲
穂
・
大
祭
、
ミ
シ
キ
ョ
マ
・
雨
乞
儀
礼
の
史
料
に
も
、
彼
女
ら
（
聞
得
大
君
按
司
を
除
く
）
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
く
、
一
貫
し
て
オ
モ
ロ
の
専
門
職
で
あ
っ
た
御
唄
役
な
ど
の
史
料
に
も
登
場
し
な
い
。
十
七
世
紀
半
ば
の
羽
地
仕
置
以
前
に
君
々
が
オ
モ
ロ
と
関
わ
っ
た
と
み
る
説
も
成
立
は
困
難
と
筆
者
は
み
て
い
る
。
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
の
オ
モ
ロ
は
十
六
世
紀
半
ば
か
ら
十
七
世
紀
初
め
ま
で
の
、
羽
地
仕
置
以
前
の
確
実
な
こ
の
儀
礼
の
記
録
と
も
言
え
る
。
従
っ
て
小
稿
の
こ
れ
ら
の
オ
モ
ロ
群
の
内
容
や
そ
の
歌
唱
者
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
従
来
説
の
説
く
王
府
儀
礼
、
君
々
の
そ
れ
へ
の
か
か
わ
り
の
有
無
を
確
認
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
も
あ
る
。
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
の
オ
モ
ロ
に
登
場
す
る
ア
オ
リ
ャ
ヘ
・
サ
ス
カ
サ
・
セ
ン
キ
ミ
・
キ
ミ
カ
ナ
シ
な
ど
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
各
々
に
つ
い
て
筆
者
は
、
従
来
説
の
説
く
、
『
女
官
御
双
紙
』
記
載
の
君
々
に
同
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
異
議
を
唱
え
た
。
具
体
的
に
言
っ
て
、
『
女
官
御
双
紙
』
記
載
の
多
く
の
同
名
按
司
の
活
躍
時
期
は
合
致
せ
ず
、
な
に
よ
り
も
、
上
記
の
た
と
え
ば
キ
ミ
カ
ナ
シ
ほ
か
の
オ
モ
ロ
の
内
容
そ
の
も
の
が
王
族
女
性
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
と
筆者はみている。
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史
料
Ａ
「
神
道
記
』
「
新
神
出
給
フ
。
キ
ミ
テ
ズ
リ
ト
申
ス
。
出
ペ
キ
前
一
一
国
上
ノ
深
山
一
一
ア
ヲ
リ
ト
云
物
現
ゼ
リ
。
其
山
ヲ
即
ア
ヲ
リ
岳ト云。五色鮮潔ニシテ種種荘厳ナリ。三ノ岳一一一一一本也。大ニシテ一山ヲ覆上霊ス。八九月ノ間也。
唯
一
日
ニ
シ
テ
終
ル
。
村
人
飛
脚
シ
テ
王
殿
二
奏
ス
。
其
十
月
ハ
必
ズ
出
給
フ
ナ
リ
。
時
二
託
女
ノ
装
束
モ
王
臣
モ
小
稿
は
、
前
稿
と
同
様
の
視
点
で
、
つ
ま
り
王
府
儀
礼
の
基
礎
部
分
に
参
加
す
る
ヒ
キ
、
引
き
続
き
か
れ
ら
に
焦
点
を
あ
て
て
オ
モ
ロ
の
歌
詞
を
検
討
し
、
次
い
で
、
「
公
事
帳
」
の
記
述
を
史
料
に
加
え
な
が
ら
、
こ
の
儀
礼
の
輪
郭
を
よ
り
は
っ
き
り
と
描
き
そ
の
意
義
を
考
え
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
の
上
記
の
参
加
者
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
久
米
島
出
自
の
者
と
の
結
び
つ
き
を
推
定
し
た
。
近
世
の
同
島
の
公
事
帳
も
、
こ
の
儀
礼
の
行
わ
れ
た
場
、
キ
ミ
ホ
コ
リ
に
つ
い
て
記
述
し
て
お
り
、
こ
の
儀
礼
の
考
察
に
つ
な
が
る
と
か
ん
が
え
る
。
僧
袋
中
は
『
神
道
記
』
巻
五
キ
ン
マ
モ
ノ
事
で
、
次
の
よ
う
な
記
述
を
残
し
た
。
こ
の
記
事
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
（１） 
『
由
来
記
』
巻
十
五
、
ア
プ
リ
嶽
に
も
あ
る
。
キ
ミ
テ
ズ
リ
祭
祀
史
料
と
従
来
説
3６ 
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同
也
。
鼓
ヲ
拍
謹
ヲ
ウ
タ
フ
。
皆
以
龍
宮
様
ナ
リ
。
王
宮
ノ
庭
ヲ
会
所
ト
ス
。
傘
三
十
余
ヲ
立
ッ
。
大
ハ
高
コ
ト
七
八
丈
輪
ハ
径
十
尋
余
。
小
ハ
｜
丈
許
」
史
料
Ｂ
「
世
鑑
」
尚
円
王
の
項
＊
「
成
化
九
年
癸
巳
、
三
月
九
日
、
天
神
キ
ミ
テ
ズ
リ
出
現
有
テ
、
尚
円
公
ノ
慶
賀
ヲ
ゾ
、
シ
給
ケ
ル
」
＊
同
書
、
尚
宣
威
の
即
位
年
（
成
化
十
三
年
）
二
月
「
陽
神
キ
ミ
テ
ズ
リ
、
現
ジ
給
ケ
レ
バ
、
尚
宣
威
、
是
ハ
必
定
、
我
ガ
慶
賀
ノ
為
二
、
ヲ
リ
サ
セ
給
、
神
一
一
テ
ゾ
ァ
ル
ラ
ン
ト
、
悦
思
召
テ
、
ヲ
ヌ
シ
ハ
帝
座
二
付
セ
給
テ
、
久
米
中
城
王
子
ヲ
パ
、
帝
座
ノ
腋
ニ
ゾ
立
給
、
旧
例
ニ
ハ
、
君
々
・
神
々
、
内
原
ヨ
リ
出
給
テ
、
キ
ミ
ホ
コ
リ
ノ
前
一
一
、
東
面
二
立
給
ケ
ル
ガ
、
今
度
ハ
例
二
替
リ
、
西
面
ニ
ゾ
、
（２） 
史
料
Ｃ
〈
キ
ミ
ー
ナ
ズ
リ
〉
の
詞
書
付
オ
モ
ロ
■
 
時
代 立給ケル。…」
！ 
中世沖縄の王府儀礼くキミテズリ百果報事〉の意義3７ 
同右 尚清王 時代
嘉靖二八（一五四九）十月一二日嘉靖二八十月十三日 嘉靖二四（一五四五）八月十九日嘉靖二四八月二五日 儀礼年月日
七三二七三三七三四 ＿し＿Ｌ▲′、'、九九五四 オモロ通巻番号
聞得大君キミカナシキミカナシ 聞得大君聞得大君 冒頭句
（一五二三）稲大祭 （一五一七）稲大祭。（’五三○）与那原行幸 稲祭でうたう重複オモロ
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皇’史料を基
礎
に
し
た
研
究
の
始
ま
っ
た
の
は
、
伊
波
普
猷
氏
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
氏
は
、
キ
ミ
テ
ズ
リ
を
、
琉
球
古
層
の
土
着
的
信
仰
一
一
ラ
イ
カ
ナ
イ
か
ら
の
来
訪
神
キ
ミ
マ
モ
ン
の
異
名
と
解
釈
さ
れ
た
。
ま
た
、
琉
球
開
關
以
来
、
各
間
切
各
村
の
御
嶽
や
宮
中
に
出
現
す
る
神
々
は
君
々
祝
々
が
扮
す
る
神
で
あ
り
、
キ
ミ
マ
モ
ノ
（
キ
ミ
テ
ズ
リ
）
は
（３） 
女
神
で
あ
り
、
現
人
神
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
鳥
越
憲
一
二
郎
氏
も
、
『
世
鑑
』
の
記
述
に
従
い
な
が
ら
、
国
王
慶
賀
の
神
（４） 
は
、
キ
ミ
マ
モ
ノ
か
ら
、
キ
ミ
ー
ナ
ズ
リ
ヘ
移
行
し
た
と
い
う
解
釈
で
あ
り
、
現
在
の
通
説
的
な
解
釈
（
「
沖
縄
大
百
科
事
典
』
等
）
は
、
大
筋
に
お
い
て
以
上
の
説
を
受
け
継
ぐ
。
た
だ
近
年
、
詞
書
の
日
時
か
ら
み
て
、
『
世
鑑
』
の
記
述
と
は
異
な
り
、
一
世
一
代
の
儀
式
で
は
な
い
こ
と
、
王
の
即
位
年
月
と
は
無
関
係
で
、
一
代
に
二
度
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
一センキミ・
七一一一九
3８ 
尚寧王 同右 尚永王
万暦三五（一六○七）十月十日万暦三五十月十五日十月十五日十月十五日 万暦一五（一五八七）十月十八日 万暦六（一五七八）十月十五日万暦六十月十九日十月十九日
七七七七
四四四四
五四三○ 七三九 七三五七三六七三七七三八
聞得大君サスカサ首里大君センキミ センキミ 聞得大君アオリヤヘサスカサ首里大君
（一五一九）稲大祭
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ろ
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。
一
方
、
王
族
女
性
が
オ
モ
ロ
に
直
接
的
に
関
与
す
る
と
い
う
説
は
受
け
継
が
れ
て
、
現
在
の
通
説
的
な
見
解
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
こ
の
儀
礼
を
「
主
だ
っ
た
王
族
神
女
が
、
壬
の
統
治
の
安
泰
・
永
遠
を
約
束
す
る
オ
モ
ロ
を
次
々
と
う
た
う
大
が
か
り
な
儀
礼
」
、
あ
る
い
は
「
君
君
が
祈
り
、
王
に
百
果
報
を
奉
る
儀
礼
」
「
キ
ミ
テ
ズ
リ
は（５） 
君
掻
た
ち
に
葱
い
て
神
意
を
伝
え
る
の
で
あ
り
、
そ
の
神
意
が
オ
モ
ロ
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
」
と
捉
え
て
い
る
。
史
料
Ａ
に
つ
い
て
少
し
付
け
加
え
れ
ば
、
新
井
白
石
は
『
神
道
記
』
を
読
み
、
正
徳
四
年
二
七
一
四
）
の
江
戸
上
り
の
琉
球
使
に
当
時
の
王
国
の
宗
教
儀
礼
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
琉
球
使
の
返
答
は
、
国
俗
は
変
わ
り
す
で
に
キ
ミ
テ
（６） 
ズ
リ
な
ど
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
返
答
は
、
右
に
み
た
、
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
オ
モ
ロ
の
最
終
は
一
六
○
七
年
で
あ
り
、
こ
れ
が
、
お
そ
ら
く
は
儀
礼
の
終
了
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
、
ま
た
、
『
由
来
記
」
が
こ
の
儀
礼
の
詳
し
い
記
述
を
し
て
い
な
い
理
由
を
推
測
さ
せ
る
史
料
と
な
る
。
こ
の
儀
礼
の
検
討
に
際
し
て
は
、
壬
府
の
祭
祀
儀
礼
を
行
っ
た
の
は
総
じ
て
い
か
な
る
人
々
だ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
王
府
祭
祀
儀
礼
と
オ
モ
ロ
と
の
関
係
な
ど
、
『
李
朝
実
録
」
や
冊
封
使
の
王
城
の
見
聞
記
録
を
含
め
て
、
十
八
世
紀
成
こ
く
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
儀
礼
の
背
景
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立
の
『
由
来
記
』
や
『
女
官
御
双
紙
」
を
も
と
に
し
た
王
府
の
祭
祀
儀
礼
の
全
体
像
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
「
お
も
ろ
さ
う
し
』
は
祭
祀
歌
謡
集
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
、
十
五
・
六
世
紀
の
碑
文
の
改
作
オ
モ
ロ
な
ど
を
集
載
し
て
お
り
、
当
時
の
社
会
の
内
部
を
か
た
る
、
同
時
代
史
料としての側面をもつことである。
た
と
え
ば
、
ヤ
ラ
ザ
森
碑
文
は
、
尚
清
王
時
代
の
那
覇
港
ロ
に
、
海
上
防
備
の
た
め
の
砲
台
ヤ
ラ
ザ
城
を
、
ヒ
キ
の
者や、全島的な動員により、対岸の一一一重城に対時して建造した記録である。オモロ七六三は、嘉靖
三十一一（一五五三年）、ヤラザ森創建後に作ったものである。その内容は、その石垣を積むこと、魔
除
け
の
ク
ギ
を
刺
す
こ
と
な
ど
、
そ
の
建
造
に
つ
い
て
で
あ
り
そ
の
碑
文
と
酷
似
し
た
表
現
で
う
た
っ
て
い
る
。
オ
モ
ロ
一
○
一
も
、
嘉
靖
二
五
二
五
四
六
年
）
の
添
継
御
門
の
碑
文
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
又
、
こ
の
ほ
か
に
も
内
容
的
（７） 
に碑文と表裏の関係にあるオモロがある。オモロは祭祀歌謡という枠を越えて、尚真・尚清の時代の、
と
く
に
奉
仕
者
と
し
て
の
ヒ
キ
に
関
す
る
同
時
代
的
な
史
料
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
従
来
説
に
、
ヒ
キ
と
オ
モ
ロ
の
関
係
を
み
よ
う
と
い
う
視
点
は
み
ら
れ
な
い
。
歌
詞
に
は
、
幾
通
り
も
の
解
釈
が
あ
り
得
る
か
ら
、
ま
ず
全
体
的
に
王
府
儀
礼
を
把
握
し
、
そ
の
特
徴
を
踏
ま
え
て
オ
モ
ロ
解
釈
の
可
能
性
を
探
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
『
由
来
記
』
『
女
官
御
双
紙
』
な
ど
に
み
る
王
府
の
年
中
祭
祀
儀
礼
は
、
筆
者
の
試
み
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
大
づ
か
み
に
云
っ
て
、
冊
封
儀
礼
な
ど
を
ふ
く
む
総
合
的
儀
礼
・
農
耕
儀
礼
・
神
仏
事
な
ど
に
分
類
で
き
る
。
キ
ン
マ
モ
ノ
祭
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事
や
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
、
周
知
の
「
神
道
記
』
の
、
悪
心
の
者
へ
の
刑
罰
に
聞
得
大
君
や
託
女
が
か
か
わ
っ
た
と
い
う
記
述
や
陳
侃
の
「
俗
、
神
を
畏
ろ
。
神
は
皆
婦
人
を
も
っ
て
Ｐ
と
な
す
」
に
始
ま
る
、
不
善
を
な
す
者
へ
の
神
判
的
な
事
柄
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
記
述
は
両
書
に
な
い
。
両
書
を
通
じ
て
、
王
府
の
年
中
祭
祀
儀
礼
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
と
思
う
。
１
農
耕
儀
礼
（
稲
穂
・
大
祭
、
ミ
シ
キ
ョ
マ
）
・
任
職
儀
礼
・
神
仏
亭
は
、
城
外
の
首
里
殿
内
の
首
里
大
ア
ム
シ
ラ
レ
が
、
二
平
等
大
ア
ム
シ
ラ
レ
を
率
い
て
主
宰
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
大
ア
ム
シ
ラ
レ
は
、
士
女
（
地
頭
の
妻
女
）
と
い
う
。
畿
内
三
間
切
の
地
頭
は
稲
穂
祭
・
大
祭
の
際
、
城
外
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
２
首
里
大
ア
ム
シ
ラ
レ
主
宰
の
稲
穂
・
大
祭
の
後
、
首
里
城
正
殿
下
庫
理
の
ヒ
キ
官
員
と
王
に
よ
る
、
オ
モ
ロ
歌
唱
が
あ
り
、
首
里
大
ア
ム
シ
ラ
レ
や
首
里
殿
内
に
直
接
的
に
は
か
か
わ
り
の
な
い
儀
礼
が
行
わ
れ
た
。
３
ミ
シ
キ
ョ
マ
儀
礼
を
百
人
物
参
り
と
呼
ん
だ
こ
と
は
、
こ
の
祭
祀
の
本
来
の
意
義
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
穀
物
成長のために行う物忌み習俗を伴う、もっとも大規模な農耕儀礼であり、城外の首里殿内で行われ
た
。
御
拝
な
ど
祭
祀
行
為
自
体
を
行
う
の
は
ヒ
キ
系
官
人
で
あ
る
。
４
首
里
城
正
殿
大
庫
理
に
は
、
女
官
（
侍
女
）
が
控
え
、
七
社
や
大
ア
ム
シ
ラ
レ
な
ど
と
連
係
し
な
が
ら
神
事
・
真
言
宗
的
な
仏
事
や
彼
女
ら
の
任
職
儀
礼
、
勅
書
迎
え
な
ど
の
外
朝
的
儀
礼
も
行
っ
た
。
尚
清
王
代
か
ら
、
大
美
御
殿
に
属
す
る
君
々
が
年
忌
な
ど
の
仏
事
を
行
っ
た
。
５
農
耕
儀
礼
そ
の
他
と
首
里
殿
内
と
の
密
接
な
関
係
は
、
王
府
に
敷
か
れ
て
い
た
、
畿
内
制
度
と
密
接
に
係
わ
る
と
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か
ん
が
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
首
里
城
は
、
畿
内
三
間
切
、
真
和
志
・
南
風
原
・
西
原
の
な
か
に
あ
り
、
詳
し
く
言
え
ば
、
首
里
殿
内
の
管
轄
し
て
い
た
南
風
原
間
切
（
羽
地
仕
置
以
後
縮
小
さ
れ
、
南
風
平
等
と
よ
ば
れ
た
）
の
当
蔵
村
に
位
置
し
て
い
た
。
つ
ま
り
首
里
城
と
そ
の
王
府
の
儀
礼
自
体
が
、
首
里
殿
内
に
代
表
さ
れ
る
南
風
原
間
切
と
ふ
か
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
当
然
推
測
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
城
内
の
祭
祀
の
主
導
権
を
首
里
殿
内
が
握
る
の
は
自
然
な
成
り
行
き
で
あ
っ
た
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
『
由
来
記
』
が
王
府
の
年
中
行
事
と
し
て
記
す
ミ
シ
キ
ョ
マ
は
、
首
里
殿
内
で
行
わ
れ
る
儀
礼
で
あ
り
、
そ
こ
で
王
が
行
う
の
は
、
中
国
の
儀
礼
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
又
王
国
南
部
の
農
耕
の
み
が
必
要
と
し
た
と
い
う
、
特
別
な
ス
キ
を
用
い
る
呪
術
的
な
儀
礼
で
も
あ
っ
た
。
聞
得
大
君
按
司
も
と
も
に
儀
礼
を
行
っ
た
。
行
幸
を
ふ
く
め
て
、
首
里
大
ア
ム
シ
ラ
レ
は
二
平
等
大
ア
ム
シ
ラ
レ
と
と
も
に
、
ヒ
キ
系
官
人
（
ヒ
キ
か
ら
分
枝
し
た
官
人
の
意
）
を
率
い
て
行
っ
た
。
つ
ま
り
『
由
来
記
』
の
記
す
よ
う
に
首
里
殿
内
の
儀
礼
が
王
府
の
年
中
行
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
６
船
作
や
航
海
の
儀
礼
の
な
か
に
も
、
大
ア
ム
シ
ラ
レ
と
ヒ
キ
に
よ
る
、
二
つ
の
層
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
と
思
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
機
会
に
詳
述
し
た
い
。
三
、
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
の
特
徴
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
ず
、
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
が
王
権
の
代
替
わ
り
に
際
し
て
の
儀
礼
で
は
な
い
こ
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Ⅲ
そ
の
日
取
り
・
祭
具
・
場
ま
ず
、
キ
ミ
マ
モ
ノ
祭
祀
と
の
密
接
な
関
係
が
こ
の
儀
礼
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
『
由
来
記
」
（
『
定
本
琉
球
国
由
来
記
』
巻
十
五
・
一
一
八
三
項
）
に
、
先
に
挙
げ
た
『
神
道
記
』
と
同
文
の
記
事
が
あ
る
。
キ
ン
マ
モ
ノ
が
八
・
九
月
の
某
日
に
出
現
す
る
と
、
国
上
に
ア
ヲ
リ
が
現
じ
…
、
（
キ
ミ
テ
ズ
リ
は
）
、
そ
の
十
月
に
、
王
府
に
必
ず
現
ず
。
時
に
託
女
の
装
束
も
、
王
臣
も
同
也
。
鼓
を
拍
、
う
た
を
う
た
う
。
皆
龍
宮
様
也
。
王
宮
の
庭
を
会
所
と
す
…
、
と
い
う
も
の
で
あ
とは明らかであり、また、一言で一一一一口えば、これもほかの儀礼と同様に実質的には、首里殿内の取り仕
切
る
儀
礼
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
注
目
す
る
の
は
、
オ
モ
ロ
が
う
た
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
そ
の
基
礎
部
分
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
記
さ
れ
る
の
は
、
八
・
九
月
、
北
部
に
キ
ン
マ
モ
ノ
が
出
現
す
る
と
、
そ
れ
が
王
府
に
伝
え
ら
れ
、
十
月
に
キ
ミ
テ
ズ
リ
が
出
現
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
オ
モ
ロ
の
詞
書
に
よ
れ
ば
嘉
靖
二
四
二
五
四
五
年
）
の
儀
礼
は
八
月
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
以
降
は
す
べ
て
十
月
で
あ
る
か
ら
、
『
神
道
記
』
は
ほ
ぼ
正
し
く
記
録
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
二
つ
の
、
名
の
異
な
る
儀
礼
が
、
伊
波
普
猷
氏
の
推
測
さ
れ
た
よ
う
に
、
ア
オ
リ
（
冷
傘
、
周
囲
に
房
の
つ
い
た
中
国
風
の
傘
）
を
祭
具
あ
る
い
は
、
ア
プ
リ
川
・
ア
プ
リ
嶽
な
ど
川
や
嶽
名
と
し
て
名
を
残
し
て
き
た
儀
礼
で
あ
る
ら
る
○ 
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し
い
こ
と
、
坐（８） 
いと考える。
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
が
行
わ
れ
る
の
は
、
史
料
Ｂ
に
よ
れ
ば
、
キ
ミ
ホ
コ
リ
で
あ
り
、
こ
れ
は
カ
ワ
ル
メ
と
よ
ば
れ
る
、
ある区域内にあったらしい。たとえば、一五七八年のキミテズリオモロ七一一一九に、センキミがカワル
メ
に
降
り
る
、
と
あ
る
。
キ
ミ
ホ
コ
リ
は
後
述
す
る
よ
う
に
尚
真
王
時
代
に
た
て
ら
れ
た
。
②
天
界
観
と
信
仰
王
府
で
行
わ
れ
た
、
キ
ミ
マ
モ
ン
祭
事
や
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
の
オ
モ
ロ
に
は
、
筆
者
の
み
る
と
こ
ろ
で
は
、
久
米
島
の
雨
乞
い
の
オ
タ
カ
ベ
と
共
通
す
る
天
界
観
と
信
仰
が
み
ら
れ
る
。
海
上
あ
る
い
は
海
底
に
あ
る
と
さ
れ
た
沖
縄
の
他
界
観
念
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
は
、
時
の
推
移
に
従
い
さ
ら
に
種
々
雑
多
な
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
ら
れ
て
い
く
と
い
う
性
格
を
も
っ
た
が
、
雨
乞
い
の
オ
タ
カ
ベ
で
は
、
そ
れ
ら
が
天
界
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
天
界
を
ア
マ
ミ
ャ
・
オ
ポ
ッ
カ
グ
ラ
・
チ
ル
ャ
カ
ナ
ャ
（
一
一
ル
ャ
）
の
層
を
な
し
た
世
界
と
し
て
捉
え
、
そ
こ
で
、
降
雨
に
か
か
わ
る
キ
ミ
カ
ナ
シ
や
テ
ル
カ
ハ
が
神
と
し
て
そ
の
役
割
を
果
た
す
、
と
か
ん
が
え
ら
れ
て
い
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
テ
ル
カ
ハ
の
登
場
す
る
〈
キ
ミ
テズリ〉オモロ、七三一一一・七一一一四・七四一・七四五などにも、そのような思考の跡が見られる。
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
と
連
係
す
る
、
沖
縄
の
各
地
の
キ
ン
マ
モ
ノ
と
よ
ば
れ
る
神
に
共
通
す
る
の
は
穀
物
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
キ
ン
マ
モ
ノ
祭
事
の
伝
達
を
い
う
史
料
の
存
在
な
ど
か
ら
こ
の
二
儀
礼
は
連
係
し
て
行
わ
れ
た
と
み
て
よ
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王
府
の
キ
ミ
マ
モ
ノ
祭
事
は
、
首
里
殿
内
と
城
を
直
結
す
る
、
尚
清
代
に
新
築
し
た
添
継
御
門
の
国
中
城
（
ア
オ
リ
ャ
ダ
ケ
）
で
行
わ
れ
た
。
そ
こ
に
オ
モ
ロ
歌
唱
者
が
参
加
し
た
、
と
推
測
さ
れ
る
（
拙
稿
二
○
○
一
年
）
。
こ
の
こ
と
も
、
首
里
殿
内
と
の
結
び
つ
き
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。
火
神
と
の
結
び
つ
き
も
み
ら
れ
る
。
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
の
オ
モ
ロ
、
六
九
四
・
六
九
五
・
七
四
○
に
は
「
あ
か
ぐ
ち
が
よ
い
つ
き
」
な
ど
、
火
神
と
の
関
係
も
う
た
わ
れ
る
。
キ
ミ
テ
ズ
リ
の
オ
モ
ロ
に
多
く
み
ら
れ
る
〈
ミ
モ
ノ
ア
ソ
ビ
〉
は
、
モ
ノ
ア
ソ
ピ
に
尊
敬
の
接
頭
語
ミ
を
付
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
伊
波
普
猷
氏
は
、
沖
縄
の
〈
モ
ノ
〉
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
た
。
い
○ 
③
農
耕
儀
礼
と
の
関
係
史
料
Ｃ
で
み
る
よ
う
に
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
と
稲
大
祭
で
歌
わ
れ
る
オ
モ
ロ
に
は
重
複
が
あ
る
。
Ⅲ
〈
ミ
モ
ノ
ァ
ソ
ビ
〉
と
し
て
の
キ
ミ
テ
ズ
リ
ー
高
次
的
な
物
参
り
と
し
て
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
オ
モ
ロ
に
共
通
す
る
問
題
と
し
て
、
そ
の
中
で
多
用
さ
れ
る
語
や
思
考
に
つ
い
て
予
め
説
明
し
た
四
、
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
オ
モ
ロ
に
つ
い
て
の
問
題
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〈
モ
ノ
〉
に
は
、
国
語
同
様
に
、
形
は
み
え
な
い
が
、
不
思
議
な
作
用
を
な
す
物
の
義
が
あ
り
、
神
仏
・
病
魔
な
ど
の
義
に
も
用
い
ら
れ
、
も
の
ま
い
り
（
神
社
仏
閣
に
参
詣
す
る
こ
と
）
、
百
人
御
物
参
り
、
ヤ
ナ
ム
ン
（
悪
霊
）
、
（９） 
キ
ジ
ム
ン
（
海
か
ら
来
た
ス
ピ
リ
ッ
ト
）
、
マ
ジ
ム
ン
（
幽
霊
）
、
ム
ヌ
マ
ー
イ
（
物
迷
い
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
モ
ノ
に
か
か
わ
る
人
々
が
ヒ
キ
役
で
あ
り
、
彼
ら
は
、
オ
モ
ロ
の
な
か
で
、
物
知
り
・
口
ま
さ
し
や
、
と
表
現
さ
れ
ろ
、
呪
術
者
的
性
格
を
も
つ
人
々
で
あ
っ
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
キ
ミ
マ
モ
ン
祭
祀
、
キ
ミ
テ
ズ
リ
と
も
、
筆
者
の
み
る
と
こ
ろ
で
は
こ
の
モ
ノ
に
か
か
わ
る
儀
礼
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
儀
礼
に
か
か
わ
る
人
々
と
の
関
連
を
示
し
て
い
る
。
キ
ミ
マ
モ
ン
祭
事
の
行
わ
れ
る
首
里
城
の
国
中
城
は
主
に
、
ヒ
キ
役
の
手
に
な
る
も
の
、
と
碑
文
の
記
し
て
い
る
こ
と
は
先
に
ふ
れ
た
。
ま
た
、
オ
モ
ロ
解
釈
の
と
こ
ろ
で
述
べ
る
が
、
か
れ
ら
は
、
造
作
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
四
度
物
参
り
や
百
度
御
物
参
り
と
よ
ぶ
、
王
府
儀
礼
の
基
礎
的
な
部
分
を
担
当
し
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
何
を
モ
ノ
と
呼
ん
だ
か
と
い
う
点
に
お
い
て
、
先
に
引
い
た
氏
の
見
解
は
大
筋
に
お
い
て
正
し
く
、
従
い
た
い
と
思
う
。
た
だ
、
神
社
仏
閣
に
参
詣
す
る
こ
と
を
物
参
り
と
呼
ん
だ
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
説
明
を
要
す
る
と
思
う
。
前
稿
（
二
○
○
七
年
）
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
『
由
来
記
』
に
み
る
正
月
の
社
参
は
、
多
く
の
城
外
の
寺
院
に
多
数
の
官
人
が
祈
福
の
た
め
に
出
掛
け
て
行
う
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
ヒ
キ
の
官
人
の
行
う
儀
礼
、
と
い
う
意
味
で
モ
ノ
参
り
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
キ
ミ
テ
ズ
リ
祭
祀
の
オ
モ
ロ
の
な
か
で
、
〈
ミ
モ
ノ
ァ
ソ
ビ
〉
は
、
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
と
対
語
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
（
六
九
四
・
七
三
六
・
七
四
○
）
。
ま
た
、
オ
モ
ロ
は
、
キ
ミ
ホ
コ
リ
と
い
う
、
キ
ミ
テ
ズ
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リ
の
行
わ
れ
る
場
が
、
カ
ワ
ル
メ
の
マ
ミ
ャ
に
作
ら
れ
る
と
う
た
う
が
（
一
九
五
）
、
そ
の
カ
ワ
ル
メ
と
く
み
も
の
う
ち
の
ま
み
や
〉
が
対
に
な
っ
て
い
る
オ
モ
ロ
も
あ
る
（
七
三
九
）
。
こ
れ
も
、
キ
ミ
テ
ズ
リ
が
ミ
モ
ノ
ア
ソ
ビ
と
よ
ば
れ
た
こ
と
に
係
わ
る
と
思
わ
れ
る
。
王
府
の
御
物
参
り
は
、
正
月
四
日
の
百
人
御
物
参
り
以
外
は
主
に
、
農
作
物
の
生
育
期
間
、
二
月
～
九
月
、
に
行
わ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
八
月
の
シ
バ
サ
シ
前
後
は
、
ヨ
ー
カ
ビ
ー
と
い
っ
て
、
魔
物
の
跳
梁
す
る
日
と
さ
れ
、
〈
国
見
〉
的
な
こ
と
な
ど
、
一
年
間
の
吉
凶
を
み
る
行
事
が
行
わ
れ
る
重
要
な
期
間
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
シ
パ
サ
シ
と
は
、
（皿）
軒
や
門
口
に
、
ソ
バ
を
差
し
魔
力
で
邪
気
を
払
い
豊
年
を
招
く
た
め
の
物
忌
み
行
事
で
あ
っ
た
。
し
ば
さ
し
『
由
来
記
』
巻
一
、
に
よ
れ
ば
、
王
府
で
は
八
月
の
芝
指
の
夜
に
、
時
大
屋
子
は
一
人
で
、
王
府
の
門
や
島
添
ア
ザ
ナ
に
の
ぼ
る
と
い
う
儀
礼
が
あ
り
、
そ
の
際
は
音
を
慎
み
鐘
を
撞
か
な
い
の
だ
と
い
う
。
芝
指
を
行
う
の
は
、
ボ
ラ
赤
頭
（
ヒ
チ
リ
キ
な
ど
の
楽
器
を
奏
す
）
や
下
庫
理
当
と
よ
ぶ
、
い
ず
れ
も
、
ヒ
キ
系
の
者
で
あ
り
、
時
大
屋
子
も
ま
た
同
様である（二○○四年拙稿）。
次
に
掲
げ
る
の
は
、
〈
ミ
モ
ノ
ァ
ソ
ビ
〉
が
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
と
対
語
に
な
っ
て
い
る
オ
モ
ロ
の
う
ち
の
一
部
で
あ
「
嘉
靖
二
四
年
乙
巳
の
年
、
君
手
摩
り
の
百
果
報
事
の
時
に
、
八
月
十
九
日
己
の
酉
日
の
寅
の
時
に
、
聞
得
大
君
の
御
前
よ
り
給
申
候
」
と
い
う
、
詞
書
付
キ
ミ
テ
ズ
リ
儀
礼
の
オ
モ
ロ
六
九
四
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
（
宛
漢
字
は
岩
波文庫本に従ったところが多い。以下同様。Ｒ）は繰返し）
ろ
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②
キ
ミ
カ
ナ
シ
・
ア
オ
リ
ヤ
ヘ
・
サ
ス
カ
サ
等
の
綴
依
の
オ
モ
ロ
と
し
て
従
来
説
は
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
次
の
よ
う
で
あ
る
。
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
オ
モ
ロ
に
登
場
す
る
ア
オ
リ
ャ
ヘ
・
サ
ス
カサ・キミカナシほかは、主要な王府の高級神女であり、『女官御双紙』記載の一一一十三君、たとえば、
さ
す
か
さ
按
司
・
き
み
か
な
し
按
司
ほ
か
を
指
す
。
初
期
の
聞
得
大
君
に
率
い
ら
れ
る
彼
女
ら
は
、
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
とそのオモロに直接に関わる（注５の「日本民俗大辞典』〈聞得大君の項〉など参照）。これらについて筆
者
は
次
の
よ
う
に
か
ん
が
え
る
。
イ
、
オ
モ
ロ
の
サ
ス
カ
サ
と
同
一
視
し
て
き
た
サ
ス
カ
サ
按
司
の
、
天
女
の
商
と
し
て
の
説
話
や
伝
承
、
と
く
に
そ
の
天
界
観
と
、
オ
モ
ロ
に
特
徴
的
な
オ
ポ
ッ
カ
グ
ラ
を
中
心
と
し
た
そ
れ
は
全
く
異
質
の
別
世
界
で
あ
り
、
両
者
又又又又
聞
得
大
君
ぎ
や
末
選
び
や
り
降
れ
わ
ち
へ
Ｒ
）
按
司
お
そ
い
し
ゆ
き
み
ぎ
や
せ
ぢ
も
ち
よ
わ
れ
と
よ
む
せ
た
か
こ
が
真
末
願
て
降
れ
わ
ち
へ
（中略）
按
司
お
そ
い
が
御
言
君
手
摩
り
間
遠
さ
王
に
せ
が
御
言
見
物
あ
そ
び
間
遠
さあ
と
大
こ
ろ
た
そ
ろ
へ
て
守
り
合
へ
子
達
集
へ
て
（
以
下
略
）
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を
直
結
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
。
ロ
、
『
女
官
御
双
紙
』
の
記
す
三
十
三
君
の
う
ち
、
唯
一
の
キ
ミ
カ
ナ
シ
按
司
は
、
『
阿
姓
家
譜
』
に
よ
っ
て
、
十
六
世
紀
後
半
任
職
の
首
里
大
ア
ム
シ
ラ
レ
一
族
と
推
定
さ
れ
る
が
（
二
○
○
六
年
拙
稿
）
、
こ
れ
も
、
オ
モ
ロ
の
う
た
う
キ
ミ
カ
ナ
シ
と
同
一
視
で
き
な
い
。
ハ
、
『
由
来
記
』
「
女
官
御
双
紙
』
の
記
録
す
る
、
君
々
と
よ
ぶ
王
族
女
性
（
妃
以
外
の
王
夫
人
そ
の
他
の
官
女
）
の
関
わ
る
王
府
儀
礼
は
、
上
別
述
の
よ
う
に
尚
清
時
代
か
ら
、
年
忌
や
仏
事
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
は
最
初
期
か
ら
、
彼
女
ら
と
オ
モ
ロ
の
距
離
が
近
く
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
尚
清
王
の
久
高
行
幸
に
随
行
し
た
湛
氏
の
記
事
は
そ
の
帰
途
に
う
た
っ
た
オ
モ
ロ
が
風
波
を
静
め
、
そ
の
功
績
に
よ
り
家
来
赤
頭
・
神
唄
頭
か
ら
大
島
の
地
頭
へ
昇
進
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
り
（
『
球
陽
』
）
、
オ
モ
ロ
歌
唱
が
ヒ
キ
役
の
一
職
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
前
代
、
尚
真
王
代
の
オ
モ
ロ
歌
唱
者
も
こ
の
ヒ
キ
役
と
み
る
の
が
自
然
な
推
測
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
五
・
八
巻
の
オ
モ
ロ
は
、
こ
の
ヒ
キ
役
は
呪
術
的
性
格
を
も
つ
こ
と
、
そ
の
組
織
内
の
上
下
の
関
係
を
も
う
た
う
。
こ
れ
が
、
王
府
儀
礼
の
〈
物
参
〉
を
担
っ
て
い
く
彼
ら
の
特
徴
的
な
性
格
で
あ
っ
た
と
か
ん
が
え
る
。
一
一
、
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
オ
モ
ロ
の
大
き
な
特
徴
は
、
ア
オ
リ
ャ
ヘ
ほ
か
の
、
血
筋
を
引
く
者
へ
の
神
降
り
を
強
調
す
る
点
で
あ
る
。
こ
の
ア
オ
リ
ャ
ヘ
ほ
か
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
、
久
米
島
の
御
嶽
に
祀
る
神
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
久
米
島
へ
の
王
府
に
よ
る
数
度
の
討
伐
の
結
果
起
こ
っ
た
社
会
的
状
況
、
そ
の
俘
虜
が
、
ヒ
キ
の
奉
仕
者
と
し
て
畿
内
に
居
住
し
た
こ
と
。
久
米
島
出
自
の
彼
ら
と
血
縁
的
関
係
の
あ
る
神
と
し
て
王
府
で
祀
る
の
が
、
ア
オ
リ
ャ
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へ
。
サ
ス
カ
サ
・
キ
ミ
カ
ナ
シ
な
ど
で
あ
る
と
推
定
し
た
。
三
司
官
の
も
と
で
、
首
里
の
ソ
ノ
ヒ
ャ
イ
プ
の
石
門
の
普
請
に
参
加
し
た
と
い
う
竹
富
島
の
西
塘
も
八
重
山
征
伐
の
「
質
」
で
あ
り
、
嘉
靖
年
間
の
三
司
官
馬
良
詮
の
祖
父
糠
中
城
は
大
島
征
伐
の
俘
虜
で
あ
っ
た
と
い
う
。
敗
戦
者
と
し
て
、
俘
虜
が
討
伐
者
の
元
で
奉
仕
者
の
組
織
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
祭
祀
に
参
加
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
あ
ろ
う
（
二
○
○
二
年
拙
稿
）
。
ホ
、
先
の
六
九
四
の
セ
タ
カ
コ
は
、
オ
モ
ロ
の
聞
得
大
君
の
対
語
と
し
て
最
多
数
を
数
え
る
が
、
こ
れ
も
久
米
島
イ
シ
キ
ナ
ハ
城
の
イ
ベ
（
神
）
名
の
一
つ
で
あ
る
。
オ
モ
ロ
で
は
久
米
島
出
自
の
ア
オ
リ
ャ
ヘ
・
サ
ス
カ
サ
な
ど
の
総
称
と
し
て
聞
得
大
君
を
用
い
て
き
た
、
と
推
定
す
る
。
オ
モ
ロ
の
キ
ミ
は
、
久
米
島
史
料
の
キ
ミ
の
用
法
を
も
と
に
考
察
す
べ
き
で
あ
る
と
か
ん
が
え
る
（
二
○
○
二
年
拙
稿
の
注
５
参
照
）
。
聞
得
大
君
・
サ
ス
カ
サ
・
ア
オ
リ
ャ
ヘ
・
セ
ン
キ
ミ
・
キ
ミ
カ
ナ
シ
の
神
降
り
に
つ
い
て
、
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
の
オ
（ｕ） 
モ
ロ
が
こ
れ
を
も
っ
と
も
明
瞭
に
う
た
う
。
こ
こ
で
は
、
七
三
七
（
万
暦
六
年
）
の
例
を
引
く
。
一
聞
得
さ
す
か
さ
が
末
尋
め
て
降
れ
わ
ち
へ
き
ら
の
か
ず
按
司
お
そ
い
守
ら
又
と
よ
む
大
君
ぎ
や
真
末
ね
が
て
降
れ
わ
ち
へ
又
聞
得
大
君
ち
よ
十
声
や
り
交
わ
ち
へ
（
以
下
略
）
こ
こ
で
は
、
サ
ス
カ
サ
が
血
筋
の
結
び
つ
き
を
も
つ
者
を
探
し
て
、
神
降
り
す
る
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
神
降
り
は
、
多
く
た
と
え
ば
、
「
聞
得
大
君
が
と
よ
む
せ
た
か
こ
が
さ
し
ふ
降
れ
な
お
ち
へ
…
」
（
六
九
五
）
な
ど
と
歌
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
サ
ス
カ
サ
・
ア
オ
リ
ャ
ヘ
・
キ
ミ
カ
ナ
シ
と
ヒ
キ
役
と
の
間
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に
あ
る
血
縁
的
関
係
は
、
堀
一
郎
氏
の
説
か
れ
た
民
間
信
仰
的
神
観
念
「
人
を
神
に
祀
る
習
俗
、
入
神
」
と
、
神
の
特
定
の
者
へ
の
神
降
り
、
と
重
な
る
（
拙
稿
二
○
○
六
年
）
。
氏
の
説
に
よ
っ
て
オ
モ
ロ
の
言
う
、
神
サ
ス
カ
サ
ほ
か
と
、
サ
シ
フ
五
コ
ロ
な
ど
と
呼
ば
れ
る
者
へ
の
慰
依
、
す
な
わ
ち
ア
ラ
ヒ
ト
神
と
神
の
子
孫
へ
の
愚
依
、
そ
し
て
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
と
か
ん
が
え
る
。
③
稲
穂
・
大
祭
オ
モ
ロ
と
雨
乞
オ
タ
カ
ペ
の
キ
ミ
カ
ナ
シ
と
テ
ル
カ
ハ
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
の
キ
ミ
カ
ナ
シ
に
つ
い
て
は
後
に
少
し
詳
し
く
考
察
す
る
が
、
そ
の
前
に
、
そ
の
他
の
オ
モ
ロ
に
み
ら
れ
る
そ
の
性
格
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
キ
ミ
カ
ナ
シ
は
、
「
下
の
世
の
主
」
「
上
下
の
大
と
よ
み
」
「
按
司
の
又
の
按
司
」
と
よ
ば
れ
、
オ
モ
ロ
の
歌
唱
者
で
あ
り
、
御
殿
の
造
作
や
縄
作
に
携
わ
り
国
見
的
な
行
為
を
し
、
呪
術
的
な
力
を
も
ち
、
航
海
に
も
か
か
わ
る
と
い
う
、
ヒ
キ
の
代
表
者
と
し
て
そ
の
各
々
の
職
能
を
兼
ね
、
又
統
率
す
る
者
と
し
て
う
た
わ
れ
て
い
る
。
と
く
に
重
要
な
の
は
、
巻
二
二
の
稲
穂
祭
・
大
祭
の
オ
モ
ロ
に
サ
ス
カ
サ
そ
の
他
と
と
も
に
特
徴
的
な
キ
ミ
カ
ナ
シ
に
関
す
る
も
の
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
下
庫
理
で
行
わ
れ
た
こ
の
儀
礼
の
際
の
ヒ
キ
役
の
オ
モ
ロ
と
推
定
し
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
又
、
「
き
み
か
な
し
こ
れ
と
だ
に
の
ま
て
だ
な
り
／
…
／
治
金
丸
さ
し
よ
わ
ち
へ
…
」
（
一
五
二
五
Ⅱ
一
一
一
一
一
四
、
稲
大
祭
）
の
、
治
金
丸
は
宮
古
島
服
属
の
象
徴
で
あ
り
、
キ
ン
マ
モ
ノ
と
結
び
つ
き
の
つ
よ
い
宝
剣
と
さ
れ
て
い
た
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（二○○一・二○○二年Ａ拙稿）。また、近年『由来記』巻一の補填史料として紹介された「正五九月弁
之
嶽
末
吉
御
参
詣
之
時
公
事
」
の
な
か
に
、
王
の
弁
嶽
参
詣
の
折
り
に
は
、
治
金
丸
が
欠
か
せ
な
い
祭
具
で
あ
っ
た
こ
（胆）
と
を
示
す
記
述
も
あ
る
。
ヒ
キ
の
者
が
、
く
ま
て
だ
〉
と
よ
ば
れ
、
宝
剣
を
楓
く
者
で
あ
り
、
又
「
も
も
し
ま
の
宝
を
積
て
み
お
や
せ
」
（三一一五）と呼びかけられるオモロのあることは注目される。
キ
ミ
カ
ナ
シ
だ
け
で
な
く
、
オ
モ
ロ
に
関
わ
る
者
、
や
ま
き
に
や
（
す
さ
へ
し
や
お
も
ろ
）
も
、
「
西
か
な
い
よ
せ
て
…
東
か
な
い
ま
へ
寄
せ
て
ち
よ
わ
れ
」
（
一
三
四
五
）
と
う
た
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
又
「
か
ま
へ
寄
せ
か
き
つ
る
ぎ
」
（
四
四
六
）
と
あ
る
の
は
、
剣
が
カ
マ
ヘ
を
よ
せ
る
呪
具
と
し
て
の
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
（
二
○
○
三
年
拙
稿
）
。
稲
大
祭
で
う
た
わ
れ
る
キ
ミ
カ
ナ
シ
の
オ
モ
ロ
の
治
金
丸
に
も
、
こ
の
よ
う
な
意
味
が
ふ
く
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
適
度
な
降
雨
が
作
物
成
育
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
一
方
で
、
キ
ミ
カ
ナ
シ
は
、
久
米
島
の
、
火
神
へ
の
雨
乞
い
の
オ
タ
カ
ベ
の
な
か
で
降
雨
に
か
か
わ
る
神
格
と
し
て
う
た
わ
れ
る
。
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
オ
モ
ロ
七
三
一
一
一
・
七
一
一
一
四
に
、
キ
ミ
テ
ズ
リ
と
と
も
に
う
た
わ
れ
る
テ
ル
カ
ハ
・
テ
ル
シ
ノ
も
、
久
米
島
の
雨
乞
い
オ
タ
カ
ベ
で
は
、
「
み
袖
を
合
わ
せ
、
組
手
合
わ
せ
」
て
雨
を
「
や
わ
や
わ
と
た
ま
う
れ
」
と
人
々
の
祈
る
、
雨
乞
祈
願
の
対
象
で
あ
る
（
『
仲
里
旧
記
』
。
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Ⅶ
〈
王
に
せ
〉
の
こ
と
ｌ
尚
寧
の
神
号
「
英
祖
に
や
末
て
だ
が
末
」
に
つ
い
て
ｌ
同
様
の
例
は
七
四
二
な
ど
、
ほ
か
に
も
あ
る
が
、
次
に
引
く
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
オ
モ
ロ
の
、
〈
王
に
せ
〉
用
例
中
、
ａ
～
ｃ
の
〈
王
に
せ
〉
が
、
尚
清
王
、
ｄ
は
尚
永
王
、
ｅ
は
尚
寧
王
を
指
す
と
み
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
ａ
（
嘉
靖
二
四
年
）
「
按
司
お
そ
い
が
お
こ
と
き
み
て
ず
り
間
遠
さ
／
王
に
せ
が
お
こ
と
み
も
の
あ
そ
び
間遠さ」（六九四）
ｂ
（
嘉
靖
一
一
四
年
）
「
按
司
お
そ
い
が
お
こ
と
王
に
せ
が
お
こ
と
・
・
・
」
（
六
九
五
）
ｃ
（
嘉
靖
二
八
年
）
「
聞
得
按
司
お
そ
い
や
君
よ
ほ
こ
り
よ
わ
ち
へ
と
よ
む
王
に
せ
が
神
こ
の
み
し
よ
わ
ち
へ
」
ｄ
（
万
暦
十
五
年
、
一
五
八
七
）
「
聞
得
せ
ん
き
み
ぎ
や
な
り
き
ょ
降
れ
ふ
さ
て
な
さ
い
き
ょ
も
い
王
に
せ
せ
ぢ
ま
さ
て
ち
よ
わ
れ
」
「
首
里
も
り
ち
よ
わ
る
あ
が
な
さ
い
き
ょ
王
に
せ
末
な
が
く
せ
ぢ
ま
さ
て
ちよわれ」（七三九）
ｅ
（
万
暦
三
五
年
、
一
六
○
七
）
「
按
司
お
そ
い
が
お
こ
と
王
に
せ
が
お
こ
と
年
八
年
な
る
ぎ
や
め
／
又
き
み
て
ず
り
間
遠
さ
み
も
の
遊
び
間
遠
さ
」
（
七
四
○
）
次
に
掲
げ
る
碑
文
に
も
、
尚
寧
の
神
号
「
て
だ
が
末
按
司
お
そ
い
す
え
ま
さ
る
わ
う
に
せ
」
が
記
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
『
神
道
記
』
や
『
世
鑑
』
が
記
し
た
よ
う
に
、
こ
の
儀
礼
に
こ
の
王
が
関
わ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
と
く
に
注
目
し
た
い
の
は
、
「
て
だ
が
末
」
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
（七三一一）
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「
浦
添
城
の
前
の
碑
文
」
（
太
平
橋
つ
み
申
候
時
の
ひ
の
も
ん
）
二
五
九
七
年
）
に
、
「
り
う
き
う
こ
く
ち
う
さ
ん
わ
う
し
や
う
ね
い
は
そ
ん
と
ん
よ
り
こ
の
か
た
二
十
四
代
の
わ
う
の
御
く
ら
い
を
つ
き
め
し
よ
わ
ち
へ
う
ら
お
そ
ひ
よ
り
し
よ
り
に
て
り
あ
か
り
め
し
よ
わ
ち
や
事
て
ん
よ
り
わ
う
の
御
な
を
は
て
た
か
す
え
あ
ん
し
お
そ
ひ
す
え
ま
さ
る
わ
う
に
せ
て
＆
つ
け
め
し
よ
わ
ち
へ
…
」
と
あ
る
。
大
意
は
「
尚
寧
は
尊
敦
よ
り
こ
の
か
た
、
二
十
四
代
の
王
位
を
継
給
い
、
浦
添
か
ら
首
里
に
照
り
上
が
り
天
（皿）
か
ら
王
の
御
名
を
「
て
だ
の
末
按
司
お
そ
い
末
ま
さ
る
王
」
と
付
け
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
小
稿
で
筆
者
は
、
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
は
、
ヒ
キ
役
が
主
体
の
儀
礼
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
が
、
こ
の
〈
王
に
せ
〉
と
ヒ
キ
役
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
尚
真
玉
時
代
に
は
、
ヒ
キ
役
の
修
飾
句
と
し
て
「
て
だ
が
末
按
司
お
そ
い
」
「
英
祖
に
や
末
按
司
お
そ
い
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
背
後
に
あ
っ
た
の
は
、
か
れ
ら
が
、
本
島
か
ら
久
米
島
仲
里
間
切
に
移
住
し
た
、
英
祖
王
の
血
筋
を
引
く
と
伝
え
る
イ
シ
キ
ナ
ハ
按
司
一
族
で
あ
っ
た
と
い
う
同
島
の
伝
承
さ
れ
た
歴
史
記
述
で
あ
り
、
こ
の
修
飾
句
は
ヒ
キ
役
が
英
祖
王
の
子
孫
と
し
て
、
標
傍
し
て
用
い
た
成
句
で
あ
っ
た
と
筆
者
は
考
え
て
、
テ
ダ
が
、
こ
の
〈
英
祖
に
や
〉
の
対
語
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
き
た
。
一
般
に
は
、
テ
ダ
は
太
陽
の
意
と
さ
れ
、
日
光
感
精
説
話
と
の
結
び
つ
き
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
感
精
説
話
自
体
は
東
北
ア
ジ
ア
一
帯
に
古
く
か
ら
分
布
し
て
い
る
も
の
と
い
う
。
た
し
か
に
、
『
中
山
世
譜
』
（
察
温
本
、
一
八
世
紀
）
に
よ
れ
ば
、
英
祖
王
は
母
の
夢
に
「
日
輪
飛
来
」
し
懐
中
に
入
っ
た
子
で
あ
り
、
「
天
日
之
子
」
と
よ
ば
れ
た
と
い
う
。
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そい」
たが、
える。
し
か
し
『
世
鑑
』
二
六
五
○
年
）
は
、
「
英
祖
王
ハ
天
孫
氏
の
後
胤
…
其
母
夢
上
帝
、
娠
給
ケ
ル
間
、
後
人
、
天
子
ト
ハ
申
奉
ル
也
」
と
い
っ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
を
日
輪
感
精
説
話
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
よ
り
さ
ら
に
成
立
の
早
い
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
で
は
、
「
て
だ
が
末
按
司
お
そ
い
」
と
「
英
祖
に
や
末
按
司
お
そ
い
」
と
が
対
句
に
な
っ
て
い
る
（
二
○
六
ほ
か
）
。
さ
き
に
、
同
時
代
史
料
と
し
て
の
同
書
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
そ
の
意
味
で
、
「
て
だ
」
が
、
英
祖
壬
（
英
祖
に
や
）
と
対
句
関
係
に
あ
る
こ
と
を
重
視
す
べ
き
だ
と
か
ん
が
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
テ
ダ
・
大
テ
ダ
を
、
各
々
、
太
陽
の
物
質
性
・
神
性
、
あ
る
い
は
、
太
陽
神
と
解
釈
す
る
従
来
説
に
筆
者
は
疑
問
を
も
つ
。
テ
ダ
と
大
テ
ダ
が
あ
り
、
前
者
は
、
英
祖
壬
と
い
う
実
在
の
王
の
別
称
で
あ
り
、
後
者
格を持ち、アニ
え
ら
れ
て
い
る
。
テ
ダ
と
と
も
に
、
オ
モ
ロ
や
、
と
く
に
オ
タ
カ
ベ
の
な
か
に
は
「
大
テ
ダ
」
と
よ
ば
れ
る
テ
ル
カ
ハ
が
み
え
る
。
こ
の
二
つ
の
語
の
存
在
も
合
わ
せ
て
考
え
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
テ
ル
カ
ハ
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
降
雨
を
掌
り
、
又
「世のムスビを下ろす」（一一一一一一三）ともうたわれている。つまり霊力を身につけ、人格的ともいえる性
格
を
持
ち
、
ア
オ
リ
ャ
ヘ
・
キ
ミ
カ
ナ
シ
そ
の
他
の
オ
ポ
ッ
カ
グ
ラ
の
神
格
よ
り
さ
ら
に
高
所
に
い
る
神
格
と
し
て
捉
一方、釦（Ｍ） 
ている。
こ
の
テ
ィ
ダ
と
い
う
語
に
つ
い
て
は
、
琉
球
に
お
け
る
、
宗
教
的
感
情
を
背
景
と
し
た
太
陽
の
尊
称
と
し
て
認
め
る
方
、
超
越
的
神
格
を
意
味
す
る
「
天
道
」
と
い
う
語
の
、
ヤ
マ
ト
か
ら
の
方
言
的
借
用
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
中世沖縄の王府儀礼くキミテズリ百果報事〉の意義5５ 
Hosei University Repository
る
テ
ダ
な
の
で
あ
ろ
う
。
は
、
よ
り
抽
象
的
な
、
万
物
を
産
み
な
す
霊
力
と
も
言
わ
れ
る
ム
ス
ビ
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
主
宰
神
的
位
置
に
居
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
存
在
で
あ
る
。
二
つ
の
テ
ダ
、
と
い
う
こ
と
自
体
、
太
陽
神
と
い
う
解
釈
が
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、
英
祖
王
と
日
輪
感
精
説
話
と
の
結
び
つ
き
も
本
来
的
な
も
の
と
は
言
え
な
い
。
そ
し
て
、
テ
ダ
や
テ
ル
カ
ハ
（
大
テ
ダ
）
の
居
る
、
オ
タ
カ
ベ
に
み
る
天
界
は
少
々
複
雑
な
多
層
構
造
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
そ
こ
に
は
ヒ
キ
と
血
縁
的
関
係
を
結
ぶ
神
格
と
し
て
の
ア
オ
リ
ャ
ヘ
・
キ
ミ
カ
ナ
シ
の
居
場
所
が
あ
り
、
そ
こ
で
テ
ル
カ
ハ
は
ア
マ
一
一
コ
と
会
話
を
交
わ
す
（
一
○
○
）
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
大
テ
ダ
は
、
さ
ら
に
高
位
に
い
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
テ
ダ
に
超
越
的
神
格
の
意
味
を
み
る
解
釈
に
賛
成
し
た
い
と
思
う
。
ヒ
キ
役
は
、
「
て
だ
が
末
、
英
祖
に
や
末
」
と
い
う
修
飾
句
を
冠
せ
ら
れ
て
「
王
に
せ
」
と
よ
ば
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ヒ
キ
と
し
て
の
キ
ミ
カ
ナ
シ
も
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
ま
て
だ
」
と
よ
ば
れ
て
い
た
。
尚
寧
も
又
同
様
の
神
号
を
も
っ
た
。
こ
れ
ら
か
ら
み
て
、
王
と
ヒ
キ
役
は
き
わ
め
て
近
し
い
間
柄
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
先
に
あ
げ
た
ｄ
の
「
首
里
も
り
ち
よ
わ
る
あ
が
な
さ
い
き
ょ
王
に
せ
末
な
が
く
せ
ぢ
ま
さ
て
ち
よ
わ
れ
」
（
七
三
九
）
の
、
（応）
「
あ
が
な
さ
い
き
ょ
王
に
せ
」
と
い
う
呼
び
か
け
の
表
現
は
、
そ
の
親
し
さ
を
よ
く
表
現
し
て
い
る
。
⑤
首
里
殿
内
と
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
繰
り
返
し
述
べ
る
よ
う
に
、
首
里
殿
内
は
、
王
城
の
祭
祀
に
決
定
的
と
も
い
え
る
影
響
力
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
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ミ
シ
キ
ョ
マ
の
王
府
儀
礼
の
あ
り
方
に
象
徴
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
継
世
門
碑
文
に
み
る
よ
う
に
、
首
里
殿
内
と
直
結
す
る
門
の
築
造
の
た
め
の
人
員
の
動
員
は
こ
の
三
間
切
だ
け
で
は
な
く
、
北
部
や
南
部
、
大
島
諸
島
に
及
ん
で
い
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
そ
の
力
の
背
景
を
示
す
事
象
で
あ
ろ
う
。
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
も
、
王
府
儀
礼
の
一
つ
と
し
て
、
首
里
殿
内
の
強
い
影
響
を
受
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
〈
キ
ミ
マ
モ
ノ
〉
の
儀
礼
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
を
み
る
と
、
首
里
殿
内
と
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
と
の
関
係
も
透
け
て
み
え
首
里
城
に
お
け
る
キ
ミ
マ
モ
ノ
儀
礼
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
が
（
拙
稿
二
○
○
一
年
）
、
簡
単
に
言
え
ば
、
こ
れ
は
、
二
で
述
べ
た
よ
う
に
、
嘉
靖
一
一
五
年
（
一
五
四
六
年
）
に
完
成
し
た
、
す
え
つ
ぎ
御
門
（
継
世
門
）
の
一
郭
、
国
中
城
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
そ
の
碑
文
「
す
え
つ
ぎ
御
門
南
の
ひ
の
も
ん
」
と
、
そ
れ
を
改
作
し
た
と
推
定
さ
れ
る
オ
モ
ロ
一
○
一
に
よ
っ
て
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
碑
文
は
、
首
里
城
の
東
南
の
城
壁
を
二
重
に
す
る
工
事
に
つ
い
て
、
三
番
の
親
雲
上
や
。
家
来
赤
頭
、
つ
ま
り
ヒ
キ
役
な
ど
と
と
も
に
、
大
島
諸
島
・
宮
古
・
八
重
山
の
役
人
な
ど
が
、
そ
の
城
壁
を
積
ん
だ
こ
と
を
記
す
。
そ
の
一
部
が
ア
オ
リ
ャ
ダ
ヶ
と
い
う
、
キ
ミ
マ
モ
ノ
の
儀
礼
と
か
か
わ
る
部
分
で
あ
り
、
改
作
オ
モ
ロ
は
ア
オ
リ
ャ
タ
テ
と
よ
ぶ
。
継
世
門
に
キ
ン
マ
モ
ノ
（
ニ
ラ
イ
と
よ
む
大
主
・
筆
者
は
ア
マ
一
一
コ
と
推
定
）
が
お
り
て
く
る
こ
と
を
、
オ
モ
ロ
一
○
○
は
う
た
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
ニ
ル
ャ
は
、
三
②
で
述
べ
た
、
久
米
島
の
雨
乞
い
オ
タ
カ
ベ
に
う
た
わ
れ
、
天
界
の
一
部
と
な
っ
た
、
マモノ〉
てくる。
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そこで大主はテルカハと出会うという、〈ニルャ〉であった。
「
継
世
門
の
下
に
米
や
黍
を
（
あ
つ
め
よ
）
」
と
う
た
う
オ
モ
ロ
六
七
二
（
一
○
八
五
Ⅱ
一
五
一
一
）
は
、
こ
の
時
代のことを題材としたものと考えてよいのではないだろうか。
後
述
す
る
よ
う
に
、
キ
ミ
テ
ズ
リ
を
行
う
や
や
広
い
区
域
を
カ
ワ
ル
メ
と
呼
ん
だ
と
推
定
す
る
が
、
王
府
の
正
月
初
御願の、三平等大アムシラレのオタカベの対象は「みものうちのかわるめの御いくかなし」であった。
こ
こ
で
は
三
大
ア
ム
シ
ラ
レ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
と
記
さ
れ
る
が
、
赤
田
御
門
（
首
里
御
殿
へ
の
門
）
か
ら
登
る
、
と
あ
る
の
は
、
他
の
祭
祀
儀
礼
と
同
様
に
首
里
大
ア
ム
シ
ラ
レ
主
導
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
首
里
大
ア
ム
シ
ラ
レ
だ
け
（肥）
が
そ
の
後
、
国
中
城
。
あ
か
す
森
御
嶽
・
弁
嶽
大
嶽
小
嶽
に
参
幸
頭
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
カ
ワ
ル
メ
や
、
国
中
城
・
弁
嶽
が
、
王
府
儀
礼
に
と
っ
て
い
か
に
重
要
な
場
所
で
あ
っ
た
か
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
⑥
「
さ
し
ふ
五
こ
ろ
に
降
れ
直
ち
へ
」
に
つ
い
て
オ
モ
ロ
に
は
「
風
直
す
」
「
海
直
す
」
と
い
う
表
現
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
の
「
直
す
」
は
、
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
荒
れ
た
海
や
風
を
鎮
め
る
こ
と
で
あ
り
、
風
や
海
を
元
の
穏
や
か
な
良
い
状
態
に
戻
す
、
の
意
で
あ
ろ
う
。
オ
モ
ロ
で
は
ま
た
、
「
た
い
ら
こ
し
ら
へ
や
降
れ
直
せ
神
々
…
百
人
引
ち
へ
降
れ
わ
ち
へ
」
（
五
四
○
）
、
と
い
う
よ
う
に
、
神
降
り
を
「
降
れ
直
せ
」
と
表
現
す
る
場
合
も
多
い
。
こ
の
オ
モ
ロ
は
、
一
対
一
で
は
な
く
、
複
数
の
者
を
引
き
連
れ
て
神
降
り
、
懸
依
す
る
と
言
っ
て
お
り
、
〈
キ
ミ
テ
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ズ
リ
〉
オ
モ
ロ
の
常
套
句
「
さ
し
ふ
五
こ
ろ
に
降
り
な
お
ち
へ
」
と
共
通
す
る
思
考
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
さ
し
ふ
五
こ
ろ
」
は
神
の
五
人
の
畷
依
者
の
意
で
あ
り
、
筆
者
は
原
注
そ
の
他
を
総
合
し
て
、
オ
モ
ロ
を
う
た
い
、
（Ⅳ） 
神
を
待
つ
男
た
ち
、
の
意
と
考
え
て
い
る
。
嘉
靖
二
四
年
の
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
の
オ
モ
ロ
（
六
九
五
）
に
、
「
聞
得
大
君
き
や
さ
し
ふ
降
れ
直
ち
へ
」
と
あ
り
、
又七一一一一一一・七四○・七四一一一にも同様の表現がみられる。嘉靖一一八年の〈キミテズリ〉のオモロ（七三一一一）
で
は
、
「
聞
得
き
み
か
な
し
さ
し
ふ
降
れ
か
わ
て
」
と
「
聞
得
き
み
か
な
し
む
つ
き
降
れ
直
ち
ご
が
対
句
に
な
っ
こ
の
、
〈
直
す
〉
こ
と
が
、
ヒ
キ
役
な
ど
の
神
職
者
自
身
の
属
性
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
た
と
え
ば
「
世
直
さ
が
え
そ
こ
神
に
し
や
が
え
そ
こ
」
（
五
五
三
）
と
あ
り
、
〈
神
に
し
や
〉
（
神
職
者
）
と
〈
世
直
さ
〉
が
対
語
に
な
っ
て
お
り
、
神
職
者
は
世
を
直
す
者
、
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
七
三
六
な
ど
の
よ
う
に
「
さ
し
ふ
直
さ
と
り
よ
わ
ち
へ
」
と
、
「
直
さ
」
を
サ
シ
フ
の
同
格
の
修
飾
語
と
し
て
解
釈可能な例もある。
万
暦
一
五
年
の
キ
ミ
テ
ズ
リ
オ
モ
ロ
七
一
一
一
九
で
は
、
「
さ
し
ふ
に
降
れ
直
す
」
こ
と
を
言
う
と
と
も
に
、
そ
れ
が
、
キ
ミ
テ
ズ
リ
の
場
と
な
る
カ
ワ
ル
メ
の
真
庭
で
、
行
わ
れ
る
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
。
「
か
わ
る
め
の
真
庭
に
、
ほ
こ
て
直
ち
へ
か
ら
は
又
さ
し
ふ
五
こ
ろ
に
降
れ
な
お
ち
へ
か
ら
は
」
つ
ま
り
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
は
モ
ノ
遊
び
に
属
す
る
儀
礼
で
あ
り
、
そ
れ
は
音
を
立
て
ず
モ
ノ
では、「
ている。
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を
鎮
め
謹
慎
し
て
行
動
を
制
限
す
る
と
い
う
消
極
的
な
行
為
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で
は
、
こ
こ
で
み
る
よ
う
に
、
神
降
りを「降れ直す」と一一一一口い、わずかながら積極的な意味を付け加えているように思われる。このことも、
こ
の
儀
礼
を
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
百
果
報
事
〉
と
名
付
け
、
「
果
報
事
」
と
み
た
理
由
に
結
び
つ
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
げる。
工事は、
から、一
になる。
尚
真
王
時
代
と
推
定
さ
れ
る
オ
モ
ロ
に
、
ヒ
キ
役
が
こ
の
祭
事
の
場
君
誇
り
を
造
作
し
た
こ
と
を
う
た
っ
て
お
り
、
キ
ミ
テ
ズ
リ
の
祭
事
が
本
格
的
に
行
わ
れ
た
の
は
尚
清
王
時
代
に
入
っ
て
か
ら
と
推
測
さ
れ
る
。
史
料
Ｃ
と
し
て
、
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
儀
礼
の
詞
書
付
の
オ
モ
ロ
を
年
代
順
に
列
記
し
た
が
、
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
と
『
世
鑑
』
に
よ
れ
ば
、
尚
清
王
時
代
の
キ
ミ
テ
ズ
リ
は
嘉
靖
二
四
（
一
五
四
五
年
）
と
二
八
年
に
行
わ
れ
た
。
す
え
つ
ぎ
御
門
（
継
生
門
）
の
工
事
は
、
嘉
靖
一
一
三
年
に
始
ま
り
一
一
五
年
に
終
了
し
た
。
同
年
に
そ
れ
を
記
念
し
た
南
の
碑
文
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
工
事
の
最
中
嘉
靖
二
四
年
と
、
完
成
後
三
年
目
、
嘉
靖
二
八
年
に
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
が
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
五、〈キミテズリ〉のオモロ七三一一一・七三四・七一一一五について
嘉
靖
二
四
年
の
キ
ミ
テ
ズ
リ
オ
モ
ロ
六
九
四
・
六
九
五
は
、
聞
得
大
君
（
対
語
せ
た
か
こ
）
の
神
降
り
、
ミ
モ
ノ
遊
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
の
オ
モ
ロ
数
首
に
つ
い
て
部
分
的
に
説
明
を
加
え
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
主
要
な
三
首
を
と
り
あ
6０ 
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び
、
大
コ
ロ
達
の
加
わ
る
儀
礼
と
し
て
う
た
わ
れ
る
。
六
九
五
に
は
、
「
大
し
ま
き
ら
な
お
ち
へ
」
「
せ
ら
ち
へ
ん
に
と
よ
で
」
の
〈
大
し
ま
〉
く
せ
ら
ち
へ
ん
〉
な
ど
、
解
釈
困
難
な
語
句
が
あ
る
。
南
の
碑
文
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
造
作
は
、
王
国
の
大
島
諸
島
な
ど
へ
の
支
配
の
拡
大
に
伴
う
も
の
と
推
測
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
語
彙
は
そ
の
状
況
に
係
わ
る
（蛆）
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
嘉靖一一八年の〈キミテズリ〉のオモロ七一一一三・七一一一四にキミカナシがうたわれる。
詞
書
）
嘉
靖
一
一
八
年
已
酉
の
年
、
君
手
摩
り
の
百
果
報
事
の
時
に
、
十
月
十
三
日
己
の
酉
の
日
の
午
の
時
に
、
君
加
那
志
の
み
御
前
よ
り
給
申
候
一
き
こ
え
き
み
か
な
し
さ
し
ふ
降
れ
か
わ
て
首
里
も
り
降
れ
わ
ち
へ
Ｒ
）
な
さ
い
き
よ
も
い
し
よ
き
み
ふ
さ
て
ち
よ
わ
れ
又
と
よ
む
き
み
か
な
し
む
つ
き
降
れ
な
お
ち
へ
ま
た
ま
も
り
降
れ
わ
ち
へ
又
な
さ
い
き
よ
も
い
按
司
お
そ
い
み
ま
ぶ
て
す
降
れ
た
れ
又
あ
が
掻
い
な
で
按
司
お
そ
い
掻
い
撫
で
て
す
降
れ
た
れ
又
て
る
か
は
は
の
だ
て
て
末
尋
め
て
降
れ
わ
ち
へ
又
て
る
し
の
は
の
だ
て
て
真
末
尋
め
て
降
れ
わ
ち
へ
又
な
さ
い
き
よ
も
い
按
司
お
そ
い
首
里
も
り
ち
よ
わ
ち
へ
大
君
に
し
な
わ
（七一一一三）
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「
君
加
那
志
の
み
御
前
よ
り
給
申
候
」
は
、
神
キ
ミ
カ
ナ
シ
の
託
言
、
あ
る
い
は
、
四
②
で
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
神
の
懸
依
し
た
キ
ミ
カ
ナ
シ
と
よ
ば
れ
た
ヒ
キ
の
代
表
者
的
人
物
の
こ
と
と
か
ん
が
え
ら
れ
ろ
。
オ
モ
ロ
を
う
た
う
の
は
、
音
取
り
を
ふ
く
む
複
数
の
ヒ
キ
役
あ
る
い
は
、
御
唄
役
で
あ
り
、
か
れ
ら
自
身
が
か
れ
ら
の
属
す
組
織
の
長
を
「
な
さ
い
き
よ
も
い
按
司
お
そ
い
」
と
よ
ぶ
の
で
あ
ろ
う
。
オ
モ
ロ
歌
唱
者
な
ど
を
「
按
司
お
そ
い
」
と
よ
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
は
旧
稿
で
の
べ
て
き
た
（
二
○
○
二
年
Ａ
）
。
「
我
が
（
か
い
な
で
）
按
司
お
そ
い
」
と
は
、
神
キ
ミ
カ
ナ
シ
の
か
き
撫
で
る
、
我
が
按
司
お
そ
い
の
意
で
あ
ろ
う
。
「
な
さ
い
き
ょ
も
い
あ
ち
お
そ
い
」
に
キ
ミ
カ
ナ
シ
が
懸
依
し
た
結
果
、
懸
依
者
そ
の
も
の
を
も
キ
ミ
カ
ナ
シ
と
よ
び
そ
の
瀝
依
を
「
か
き
な
で
る
」
と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
神
キ
ミ
カ
ナ
シ
は
、
同
じ
降
雨
に
か
か
わ
る
神
格
テ
ル
カ
ハ
を
た
か
く
な
が
ら
、
自
身
の
血
筋
を
ひ
く
と
い
う
、
ヒ
キ
役（その長「なさいきよもい按司おそい」から、サシフ五コロなど下役まで複数の者）に神降りすることを、
う
た
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
七
三
四
も
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
オ
モ
ロ
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
さ
し
ふ
お
れ
か
わ
て
」
の
対
句
と
し
て
、
「
な
り
き
よ
お
れ
か
わ
ち
へ
」
と
あ
り
、
ナ
リ
キ
ョ
が
サ
シ
フ
と
同
意
語
で
あ
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
の
多
く
は
、
以
上
の
二
首
の
よ
う
に
、
あ
る
神
格
が
、
首
里
も
り
の
、
サ
シ
フ
・
ナ
リ
キ
ョ
な
ど
に
降
り
る
こ
と
を
、
表
現
を
換
え
、
時
に
火
神
と
の
関
係
を
述
べ
て
う
た
う
も
の
で
あ
り
、
内
容
と
し
て
は
単
純
な
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
このほか、六九四・六九五・七一一一五・七一一一六・七一一一七・七一一一九・七四○・七四三・七四四・七四五も、
こ
れ
は
、
詞
書
付
オ
モ
ロ
ほ
ぼ
す
べ
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
オ
モ
ロ
の
輪
郭
と
大
筋
に
お
い
て
類
似
し
て
い
る
。
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七四三は、一一
細に表現する。
内〉る。
一
き
こ
え
さ
す
か
さ
が
さ
し
ふ
降
れ
変
わ
て
十
百
年
の
世
添
う
せ
ぢ
按
司
お
そ
い
に
み
お
や
せ
又
と
よ
む
さ
す
か
さ
が
む
つ
き
降
れ
な
お
ち
へ
又
京
の
内
は
お
し
あ
け
て
首
里
も
り
降
れ
わ
ち
へ
（
以
下
略
）
こ
れ
に
よ
り
、
サ
ス
ヵ
サ
が
聖
域
〈
京
の
内
〉
を
お
し
あ
け
て
首
里
城
に
お
り
て
く
る
、
と
い
う
思
考
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ほ
か
の
オ
モ
ロ
と
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
サ
ス
カ
サ
は
、
天
界
オ
ポ
ッ
カ
グ
ラ
か
ら
降
り
、
〈
京
の
内
〉
を
押
し
開
け
て
、
首
里
も
り
に
下
り
、
そ
の
商
、
サ
シ
フ
に
神
降
り
す
る
、
と
か
ん
が
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
〈
京
の
内
〉
は
、
セ
ヂ
の
溜
ま
り
場
所
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
占
方
の
場
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
一
五
○
二
）
（二○○二年Ａ拙稿）。オモロによればここには主に〈キミテズリ〉の神々、歌唱者・大やなどが関わっ
た
。
「
な
か
み
ね
き
よ
も
ん
…
首
里
京
内
あ
ま
や
か
せ
／
又
貢
し
ち
へ
き
よ
も
ん
」
（
二
五
一
）
の
「
な
か
み
ね
」
と
は、おそらくはアカンコオモロともよばれる歌唱者でもあり（二五一一）、首里森正殿にいる者（二五○）
でもあった。
そ
の
な
か
で
、
数
首
は
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
こ
の
儀
礼
の
細
部
に
つ
い
て
う
た
っ
て
い
る
。
京
の
内
か
ら
首
里
も
り
に
降
り
て
く
る
と
い
う
キ
ミ
カ
ナ
シ
そ
の
他
の
神
々
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
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一
聞
得
せ
ん
き
み
ぎ
や
な
り
き
よ
降
れ
ふ
さ
て
な
さ
い
き
よ
も
い
王
に
せ
せ
ぢ
ま
さ
て
ち
よ
わ
れ
又
と
よ
む
き
み
と
よ
み
が
い
け
な
降
れ
直
ち
へ
又
み
も
の
内
の
真
庭
に
遊
で
直
ち
へ
か
ら
は
又
か
わ
る
め
の
真
庭
に
ほ
こ
て
直
ち
へ
か
ら
は
又
さ
し
ふ
五
こ
ろ
に
降
れ
な
お
ち
へ
か
ら
は
（
以
下
略
）
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
儀
礼
が
、
カ
ワ
ル
メ
と
い
う
名
の
場
所
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
い
う
。
カ
ワ
ル
メ
の
真
庭
と
は
、
『
由
来
記
』
が
、
首
里
城
中
の
御
嶽
の
ひ
と
つ
と
し
て
あ
げ
る
、
ミ
モ
ノ
内
（
神
名
カ
ワ
ル
メ
の
御
イ
ベ
）
の
近
（四）
辺
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
カ
ワ
ル
メ
に
つ
い
て
は
、
「
聞
得
さ
す
か
さ
が
も
ち
ろ
か
ち
へ
遊
へ
は
百
末
お
き
や
か
も
い
し
ゆ
ち
よ
わ
れ
…
又
英
祖
に
や
末
按
司
お
そ
い
…
又
か
わ
る
め
の
御
内
に
君
誇
り
げ
ら
へ
て
…
」
（
一
九
五
）
、
あ
る
い
は
「
せ
ん
き
み
ぎ
や
…
／
又
か
わ
る
め
の
ま
み
や
に
ほ
こ
て
直
ち
へ
か
ら
は
：
。
」
（
七
三
九
）
と
も
う
た
わ
れ
る
。
以
上
に
よ
り
、
カ
ワ
ル
メ
と
よ
ば
れ
る
区
域
に
あ
る
く
君
誇
り
〉
は
、
ほ
ぼ
尚
真
王
時
代
に
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
造
作
に
か
か
わ
っ
た
の
も
ヒ
キ
役
た
ち
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ロ七三九には、
み
も
の
内
と
か
わ
る
め
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
う
た
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
万
暦
十
五
年
（
一
五
八
七
）
の
オ
モ
“
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奉
神
門
は
首
里
城
正
殿
の
門
で
あ
り
「
き
み
ほ
こ
り
御
門
」
と
も
よ
ば
れ
る
と
い
う
（
「
南
島
風
土
記
』
）
。
『
由
来
記
』
巻
三
は
、
「
奉
神
門
（
君
誇
）
」
と
記
録
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
オ
モ
ロ
な
ど
か
ら
、
旧
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
尚
真
王
時
代
に
君
誇
り
が
作
ら
れ
、
つ
ぎ
の
尚
清
時
代
に
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
史
料
Ｂ
キ
ミ
テ
ズ
リ
儀
礼
の
記
事
は
、
儀
礼
と
〈
君
誇
り
〉
と
の
結
び
つ
き
を
明
記
し
て
い
る
点
で
重
要
で
あ
る
が
史
実
で
は
な
く
、
後
代
に
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
と
か
ん
が
え
る
。
『
由
来
記
』
の
約
二
○
年
後
に
成
立
し
た
「
間
切
公
事
帳
」
は
、
君
誇
を
、
御
捧
を
並
べ
る
場
所
と
し
て
、
又
そ
れ
を
取
り
仕
切
る
取
納
座
に
つ
い
て
記
録
し
て
い
る
。
近
世
琉
球
の
改
革
は
、
羽
地
朝
秀
に
は
じ
ま
り
、
察
温
の
時
代
に
完
成
し
た
と
い
わ
れ
る
。
公
事
帳
の
公
布
は
一
七
一
一
一
五
年
、
察
温
の
三
司
官
就
任
の
七
年
後
で
あ
っ
た
と
い
う
。
オ
モ
ロ
解
釈
の
て
が
か
り
を
得
る
た
め
に
、
近
年
紹
介
さ
れ
た
「
由
来
記
』
補
填
史
料
や
「
公
事
帳
」
研
究
の
成
果
に
学
び
（別）
な
が
ら
君
誇
や
御
捧
に
関
す
る
具
体
的
な
史
料
を
改
め
て
み
て
ゆ
き
た
い
。
六
、
公
事
帳
か
ら
み
た
君
誇
り
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Ⅲ
「
間
切
公
事
帳
」
に
つ
い
て
琉
球
王
国
は
現
在
の
市
町
村
の
区
画
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
間
切
と
い
う
行
政
単
位
に
区
分
け
さ
れ
て
い
た
が
、
「
間
切
（皿）
公
事
帳
」
は
、
琉
球
王
府
が
、
間
切
役
人
の
職
務
に
つ
い
て
規
定
し
た
一
種
の
規
則
・
法
令
集
で
あ
る
。
現
存
す
る
間
切
公
事
帳
は
ご
く
少
な
い
が
、
第
一
級
の
史
料
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ろ
。
ほ
ぼ
全
体
の
内
容
を
確
認
できるのは、「与那城間切公事帳」（道光十一年、一八三一年写）、「久米仲里間切公事帳」（雍正十三年、
（塑〉
一七一二五）、同年の「公義帳（久米具志川間切）」、「渡嘉敷間切公事帳」などである。その特徴は規則
（鰯）
が
間
切
の
実
情
に
△
ロ
わ
せ
て
作
成
、
増
補
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
離
島
の
久
米
島
・
渡
嘉
敷
間
切
両
公
事
帳
に
唐
船
方
の
条
文
が
あ
り
、
本
島
の
公
事
帳
（
与
那
城
間
切
）
に
な
い
の
は
二
島
が
中
国
福
洲
へ
向
か
う
進
貢
船
の
航
路
上
に
位
置
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
二
島
の
そ
れ
に
も
又
部
分
的
な
違
い
が
あ
り
、
久
米
島
の
間
切
公
事
帳
に
は
、
各
種
の
産
物
と
そ
の
上
納
に
関
す
る
条
文
が
多
く
、
取
納
当
と
い
う
職
事
が
あ
る
が
、
渡
嘉
敷
間
切
に
は
み
え
な
い
と
い
う
。
「
公
事
帳
」
に
は
、
行
事
な
ど
が
月
毎
に
書
か
れ
、
そ
の
大
部
分
は
、
何
種
類
も
の
貢
祖
に
関
し
て
の
事
細
か
な
諸
手
続
の
規
定
・
役
人
交
代
時
の
手
順
・
慣
例
そ
の
他
で
あ
る
。
月
毎
の
儀
礼
・
祭
祀
・
行
事
が
巻
頭
に
記
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
ら
の
遂
行
が
間
切
の
役
人
た
ち
に
と
っ
て
、
き
わ
め
て
重
要
な
職
務
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
か
ん
が
え
ら
れ
て
い
る
。
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②
御
捧
献
上
と
君
誇
渡
嘉
敷
間
切
と
久
米
島
の
「
公
事
帳
」
の
、
王
城
へ
の
二
つ
の
儀
礼
、
①
正
月
元
日
一
と
十
五
日
、
十
一
月
の
冬
至
の
日
の
「
朝
の
御
拝
」
、
②
歳
末
の
「
御
捧
」
の
記
述
に
つ
い
て
他
の
公
事
帳
と
比
較
す
る
と
、
川
部
裕
幸
氏
に
よ
れ
ば
、
渡
嘉
敷
島
（
間
切
）
と
久
米
島
に
対
し
て
は
特
別
待
遇
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
、
離
島
二
島
は
、
①
に
つ
い
て
、
元
日
と
十
五
日
の
王
城
の
儀
礼
参
列
は
免
じ
ら
れ
て
い
た
。
一
方
、
本
島
の
間
切
役
人
は
、
首
里
城
中
庭
の
御
庭
へ
の
参
集
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
（
「
与
那
城
間
切
公
事
帳
」
）
。
こ
の
年
三
回
の
王
城
へ
の
「
御
拝
」
は
、
間
切
役
人
と
王
府
の
臣
従
関
係
の
確
認
と
再
強
化
の
機
会
で
あ
っ
た
が
、
渡
嘉
敷
島
・
久
米
島
に
は
そ
の
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
一
方
で
②
の
、
十
二
月
二
十
七
日
の
歳
暮
の
「
御
捧
」
献
上
の
た
め
に
は
、
離
島
二
島
の
役
人
の
渡
海
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
渡
嘉
敷
島
の
歳
暮
の
「
御
捧
」
は
、
鹿
や
夜
光
貝
で
あ
り
、
久
米
島
は
「
塩
魚
・
生
屋
久
か
い
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
十
二
月
二
十
七
日
に
儀
式
を
へ
て
献
上
さ
れ
る
。
『
由
来
記
』
巻
一
、
附
に
「
年
首
・
歳
末
、
（別）
諸
郡
そ
の
他
の
物
を
も
っ
て
、
贄
と
な
す
」
と
あ
る
の
が
こ
れ
に
関
連
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
与
那
城
間
切
公
事
帳
」
で
は
、
「
御
捧
」
は
元
日
の
行
事
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
手
順
や
儀
礼
の
内
容
は
、
久
米
島
・
渡
嘉
敷
間
切
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
離
島
の
一
一
島
は
、
正
月
元
旦
の
「
朝
の
御
拝
」
に
参
列
せ
ず
、
「
御
捧
」
を
十
二
月
二
十
七
日
に
献
上
し
た
。
少
し
詳
し
く
言
え
ば
、
王
府
へ
の
歳
暮
の
「
御
捧
」
は
、
渡
嘉
敷
（
座
間
味
間
切
も
ふ
く
む
）
の
場
合
、
十
二
月
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二
十
六
日
に
王
府
取
納
座
へ
持
参
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
時
代
は
、
取
納
座
が
、
前
述
の
よ
う
に
王
府
の
貢
舶
納
の
事
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
。
君
誇
は
、
公
事
帳
に
よ
れ
ば
と
く
に
歳
暮
と
正
月
御
捧
と
関
わ
る
場
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
「
元
日
十
五
日
、
夫
地
頭
さ
は
く
り
お
え
か
人
ノ
内
黄
八
巻
一
人
赤
八
巻
一
人
青
八
巻
一
人
同
日
四
前
一
一
登
城
取
納
座
役
人
引
合
仕
諸
士
同
前
一
一
朝
之
御
拝
相
勤
御
役
人
衆
下
庫
理
江
御
着
座
被
成
候
得
者
取
納
座
役
人
下
知
一
一
テ
位
之
さ
は
く
り
お
え
か
人
ハ
左
右
之
廊
下
前
江
相
・
・
・
、
無
官
之
さ
は
く
り
お
え
か
人
ハ
引
之
家
来
赤
頭
同
前
一
一
御
庭
ニ
テ
提
子
之
御
酒
被
下
候
…
」
と
あ
る
。
夫
地
頭
・
さ
は
く
り
。
お
え
か
人
は
、
〈
引
〉
（
ヒ
キ
）
の
詰
所
下
庫
理
で
、
役
人
と
共
に
並
び
、
大
通
が
下
さ
れ
、
無
官
の
者
に
は
庭
で
ヒ
キ
の
家
来
赤
頭
と
と
も
に
酒
を
下
さ
れ
る
、
と
記
す
。
こ
の
元
日
の
御
捧
に
つ
い
て
は
、
「
君
誇
左
右
脇
御
門
よ
り
罷
通
君
誇
前
五
番
め
敷
瓦
一
一
一
並
に
担
立
後
並
に
さ
ば
く
り
お
ゑ
か
人
着
座
…
」
と
あ
り
、
君
誇
の
脇
門
奉
神
門
を
通
り
、
君
誇
前
の
五
番
め
敷
瓦
一
一
に
、
献
上
の
品
を
一
列
に
な
ら
べ
、
そ
の
後
に
さ
は
く
り
。
お
え
か
人
は
着
座
し
、
御
捧
の
御
拝
を
勤
め
る
と
い
う
。
注
目
し
た
い
の
は
、
応
対
す
る
王
府
側
の
役
人
は
ヒ
キ
の
者
た
ち
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
又
、
そ
の
官
位
に
よ
り
座
席
も
異
な
っ
て
い
た
と
次に、正［
日の記事に、 正月
御
捧
の
儀
礼
に
参
加
す
る
官
人
た
ち
に
つ
い
て
み
て
ゆ
く
。
「
与
那
城
間
切
公
事
帳
」
の
引
く
正
月
元
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い
う
こ
と
で
あ
る
。
次
の
項
で
は
、
か
れ
ら
が
〈
物
参
〉
に
加
わ
る
場
合
、
勢
頭
方
、
つ
ま
り
ヒ
キ
系
官
人
の
指
図
に
よ
り
勤
め
た
、
と
記
す
。
又
近
年
、
豊
見
山
和
行
氏
の
紹
介
さ
れ
た
史
料
「
琉
球
国
王
家
年
中
行
事
正
月
式
之
内
」
に
よ
れ
ば
、
王
府
の
正
月
の
行
事
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
元
日
に
は
、
君
誇
の
前
に
楽
器
を
お
き
、
「
御
所
帯
方
御
物
奉
行
」
が
登
城
し
て
、
中
頭
・
島
尻
御
捧
目
録
の
取
次
を
行
う
。
続
い
て
、
「
中
頭
・
島
尻
弐
拾
六
ケ
間
切
よ
り
御
捧
献
上
一
一
付
、
…
御
捧
物
君
誇
之
前
擴
立
さ
せ
、
さ
は
く
り
。
お
え
か
人
後
並
一
一
居
候
得
者
…
」
、
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
頭
・
島
尻
の
二
十
六
間
切
か
ら
の
御
捧
献
上
の
儀
礼
の
記
録
で
あ
る
。
捧
物
は
「
生
魚
二
百
十
五
斤
・
干
魚
百
斤
・
生
蛸
百
六
十
斤
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
君
誇
の
前
に
並
べ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
捧
物
の
置
き
場
所
の
表
現
は
同
一
で
は
な
い
が
、
先
の
「
与
那
城
間
切
公
事
帳
」
に
類
似
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
取
納
座
大
屋
子
が
大
台
所
役
人
に
取
次
、
御
中
門
よ
り
御
内
原
に
差
上
、
と
も
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
七
一
九
年
か
ら
一
七
九
九
年
ま
で
の
間
の
（鴻）
作
成
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
元
日
の
公
事
に
つ
い
て
の
最
も
詳
細
な
史
料
と
い
う
。
こ
の
記
述
か
ら
も
、
正
月
に
、
中
頭
・
島
尻
の
御
捧
儀
礼
も
君
誇
の
前
で
行
わ
れ
、
又
、
こ
の
儀
礼
に
、
王
府
の
取
納
座
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
たことが分かる。
王城の
ている。二月
中
に
、
役
人
（
サ
バ
ク
リ
）
が
、
村
々
か
ら
あ
つ
め
た
御
捧
を
、
取
納
座
役
人
の
指
図
の
も
と
に
、
二
七
日
的
〈君誇〉について、久米島「仲里間切公事帳」（雍正一一一一年、一七三五）は、次のように記し
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③
取
納
座
と
代
官
制
取
納
座
と
は
、
近
世
の
租
税
に
関
す
る
役
所
で
物
奉
行
所
に
属
し
て
い
た
。
取
納
座
は
、
王
城
に
登
っ
た
間
切
役
人
達
を
指
揮
し
て
御
拝
を
勤
め
さ
せ
、
さ
ら
に
上
納
品
を
始
め
、
仕
上
世
・
雑
物
な
ど
の
諸
品
を
各
蔵
の
収
め
さ
せ
る
指
に
（
首
里
城
の
）
下
之
御
庭
に
置
き
、
サ
バ
ク
リ
は
君
嬉
の
前
の
五
番
目
の
敷
瓦
に
並
ぶ
。
一
廿
七
日
御
捧
差
上
候
付
而
位
之
さ
は
く
り
徒
朝
衣
八
巻
二
而
早
朝
取
納
座
江
罷
出
…
献
上
之
御
肴
下
之
御
庭
江
差
上
せ
置
取
納
座
役
人
差
図
次
第
諸
島
同
前
一
一
君
嬉
左
右
脇
御
門
よ
り
罷
通
君
嬉
前
五
番
目
敷
瓦
一
並
二
擴
立
後
並
二
さ
は
く
り
着
座
、
…
「
君
嬉
」
は
、
道
光
十
一
年
（
一
八
三
一
）
編
纂
の
同
書
に
「
君
誇
」
と
あ
る
。
又
、
渡
嘉
敷
の
公
事
帳
に
は
、
次
（瀦）
の
よ
う
に
あ
り
殆
ど
同
一
の
記
述
で
あ
る
。
一
廿
七
日
御
捧
差
上
候
付
位
さ
は
く
り
捉
色
衣
装
八
巻
二
而
早
朝
取
納
座
江
罷
出
…
献
上
之
御
肴
下
之
御
庭
江
差
登
取
納
座
役
人
差
図
次
第
諸
間
切
同
前
二
君
嬉
左
右
之
脇
御
門
よ
り
罷
通
君
嬉
前
五
番
目
敷
瓦
一
並
一
一
婚
立
後
並
一
一
さ
は
く
り
着
座
、
…
双
方
と
も
「
君
嬉
左
右
之
脇
御
門
よ
り
罷
通
君
嬉
前
…
」
、
君
誇
の
左
右
の
門
、
つ
ま
り
奉
神
門
を
通
っ
て
、
君
誇
の
前
五
番
目
敷
瓦
の
上
に
歳
暮
を
並
べ
た
こ
と
を
記
し
て
い
ろ
。
正
月
と
年
末
と
い
う
相
違
は
あ
っ
た
が
、
儀
礼
の
内
容
は
本
島
間
切
と
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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間切の祭祀には三レベルのものがあり、一つは、稲・麦の穂祭・大祭であり、いわゆる一一・一一一月ウ
マ
チ
ー
、
五
月
・
六
月
ウ
マ
チ
ー
な
ど
と
よ
ば
れ
る
祭
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
取
納
座
か
ら
「
日
撰
」
が
通
知
さ
れ
た
。
麦
と
米
は
王
府
へ
の
重
要
な
上
納
物
で
あ
り
、
祭
の
た
め
に
収
穫
の
時
期
が
お
く
れ
て
、
損
失
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
毎
年
の
日
撰
は
取
納
座
が
そ
の
年
の
実
り
具
合
に
応
じ
て
連
絡
す
る
の
で
あ
ろ
う
と
田
里
氏
は
推
測
さ
れ
て
い
る
。
「
間
切
公
事
帳
」
成
立
の
背
景
に
は
、
一
七
二
八
年
の
代
官
制
度
の
廃
止
と
取
納
奉
行
の
設
置
が
あ
っ
た
。
『
由
来
記
』
そ
の
他
は
、
取
納
座
の
前
身
と
し
て
代
官
制
度
が
あ
り
取
納
事
務
に
関
わ
っ
た
こ
と
、
代
官
制
度
自
体
も
時
代
の
（鍋）
推移に伴い、初期の七代官制度から四代官制度へと改変したことを記録する。
こ
れ
を
簡
単
に
い
え
ば
、
取
納
の
制
度
は
、
七代官制度↓四代官制度（一六六○年以降）↓取納座（一七二八年）、
へ
と
変
遷
を
経
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
代
官
制
は
、
『
由
来
記
』
編
纂
十
数
年
後
に
、
取
納
座
へ
と
継
承
さ
れ
た
。
そ
の
後
本
島
や
離
島
の
受
け
入
れ
た
新
し
い
制
度
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
記
録
す
る
の
が
公
事
帳
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「与那城間切公事帳」によれば、先にもふれたが、麦穂・稲穂祭・大祭の日選の「言上写」も取納
座
か
ら
村
々
へ
触
れ
回
っ
た
。
御
捧
の
目
録
を
、
取
納
座
が
諸
間
切
分
を
ま
と
め
る
こ
と
か
ら
み
て
、
取
納
座
が
こ
れ
揮
を
と
る
。
王
府
の
な
か
で
、
間
切
行
政
に
も
っ
と
も
強
い
権
限
を
も
っ
て
お
り
、
間
切
役
人
は
取
納
座
の
監
督
下
に
（”） 
あ
っ
た
と
い
う
。
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仰
初
期
の
貢
物
献
上
・
〈
取
納
〉
の
仕
組
み
と
ヒ
キ
〈キミテズリ〉を行っていた時代の〈取納〉あるいは捧物献上の儀礼は、時代的に一一一一口って、七代官
制
度
と
の
何
ら
か
の
か
か
わ
り
を
考
え
る
の
は
自
然
な
推
測
で
あ
ろ
う
。
旧
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
原
初
的
な
官
人
と
し
て
、
ヒ
キ
役
の
者
た
ち
は
元
来
、
そ
の
職
名
か
ら
み
て
、
勢
頭
（
船
頭）や船子たちであり、それとともに、王の身辺の雑用や造作にかかわり、兵士ともなる者たちであつ
（羽）
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
と
く
に
、
オ
モ
ロ
で
は
「
物
知
り
」
と
う
た
わ
れ
、
オ
モ
ロ
歌
唱
に
も
直
接
的
な
か
か
わ
り
を
持
つ
者
で
あ
っ
た
。
オ
モ
ロ
は
、
筆
者
の
み
る
と
こ
ろ
で
は
、
彼
ら
自
身
の
事
柄
を
う
た
う
も
の
が
多
く
、
彼
ら
の
職
事
と
し
て
、
自
身
の
も
つ
呪
術
的
な
力
で
カ
マ
ヘ
を
〈
寄
せ
る
〉
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
。
深
く
は
立
ち
入
れ
な
い
が
、
こ
の
代
官
制
度
と
の
結
び
つ
き
を
推
測
す
る
の
が
自
然
だ
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
首
里
周
辺
の
、
真
和
志
・
南
風
原
・
西
原
の
、
畿
内
三
間
切
は
、
七
代
官
制
度
の
一
ま
と
ま
り
の
区
域
に
な
っ
て
お
り
、
王
府
の
下
庫
理
の
稲
穂
祭
で
、
こ
の
三
間
切
の
稲
穂
を
御
内
原
に
献
上
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
（抑）
（一一○○四年拙稿）。このことからみても、双方の関わりが推測される。
ら
、
稲
祭
や
歳
暮
の
ミ
サ
サ
ゲ
に
関
す
る
事
柄
す
べ
て
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
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⑤
オ
モ
ロ
に
み
る
カ
マ
ヘ
・
カ
ナ
イ
・
サ
サ
ゲ
一
般
に
、
古
代
的
な
国
家
に
お
い
て
は
、
農
業
生
産
物
と
く
に
稲
の
貢
納
は
、
共
同
体
成
員
の
負
担
と
し
て
、
土
地
か
ら
の
収
穫
物
の
一
部
を
初
穂
と
し
て
首
長
に
貢
納
す
る
慣
行
か
ら
発
生
し
、
そ
れ
が
租
税
に
転
化
し
て
い
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。
又
、
こ
れ
と
は
別
に
、
古
代
の
日
本
で
は
、
貢
納
物
の
一
部
と
し
て
贄
ま
た
は
ミ
ッ
ギ
と
し
て
、
山
野
・
河
海
の
所
産
な
ど
食
料
品
を
天
皇
ま
た
は
朝
廷
に
貢
進
す
る
慣
行
が
あ
っ
た
と
い
う
。
琉
球
王
国
で
も
、
稲
や
麦
は
王
府
へ
の
重
要
な
上
納
物
で
あ
り
、
御
捧
や
三
月
一
一
一
日
の
〈
御
初
〉
は
い
わ
ゆ
る
初
物
（Ⅲ） 
を
神
に
捧
げ
る
習
慣
か
ら
転
じ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
『混効験集』（一七十一年序文）は、「かまへ〔貢物ノ事〕」として、
「
か
み
下
の
か
ま
へ
つ
で
み
お
や
せ
」
。
む
か
し
は
つ
か
か
な
ひ
と
申
て
人
の
頭
の
程
に
稲
壱
た
ば
り
づ
つ
上
納
有たるよしなり。
と
記
録
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
か
っ
て
、
人
の
頭
位
の
大
き
さ
の
、
稲
一
夕
パ
リ
を
上
納
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
、
そ
れ
をツカカナヒと呼んだという意味であろう。『奄美方一一一一口分類辞典』によれば、一夕パリは八チカ、一
（躯）
チカは一二握りの稲に相当するのだという。
こ
の
「
混
効
験
集
』
の
記
述
は
、
オ
モ
ロ
の
「
か
み
下
の
か
ま
へ
つ
で
み
お
や
せ
」
の
カ
マ
ヘ
と
「
つ
か
か
な
ひ
」
の
カ
ナ
ヒ
を
、
ほ
ぼ
同
一
視
し
て
い
る
こ
と
、
又
、
稲
の
上
納
を
カ
ナ
ヒ
と
呼
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
を
語
っ
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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小
川
徹
氏
は
、
こ
の
シ
カ
に
ま
つ
わ
る
「
束
取
」
の
儀
礼
を
考
察
さ
れ
、
宮
城
真
治
氏
の
論
考
に
依
り
な
が
ら
、
国（鋼）
頭
地
方
に
、
穂
先
を
神
に
献
納
し
、
そ
の
一
部
が
ノ
ロ
職
の
所
得
と
な
る
と
い
う
「
束
取
」
と
い
う
儀
礼
が
あ
る
こ
と
、
「
稲
カ
ナ
イ
」
と
よ
ぶ
神
へ
の
捧
物
と
し
て
の
稲
穂
の
多
く
が
ノ
ロ
の
所
得
に
な
る
と
い
う
儀
礼
の
あ
り
方
（
つ
ま
り
、
貢納と初穂儀礼の一体化）について書かれ、北部山原地方の大宜味間切でも、束取が行われていた可能
性
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
。
氏
は
、
こ
れ
を
、
宮
城
氏
が
伊
平
屋
に
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
た
チ
カ
ド
リ
の
行
事
に
近
い
儀
（弧）
礼
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
推
測
さ
れ
た
。
以
上
に
よ
っ
て
、
カ
マ
エ
は
、
シ
カ
で
数
え
る
稲
の
上
納
で
あ
り
、
御
捧
と
し
て
献
上
す
る
の
は
、
穀
物
以
外
の
、
季
節
の
食
糧
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
大
ま
か
に
云
っ
て
カ
マ
エ
・
カ
ナ
イ
や
ミ
サ
サ
ゲ
は
、
神
や
王
へ
の
献
上
物
と
し
て
括
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
は
こ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
て
ち
と
殿
が
捧
げ
揃
て
親
拍
子
歓
へ
又
具
志
堅
の
か
な
い
（一二○○）
カナイとササゲは、このほか、一○六一・一一一八五・二五一・一一一一七、などに、対語としてうたわれ
て
い
る
。
「
浦
の
か
な
い
浦
の
捧
げ
」
と
い
う
例
も
あ
り
、
海
産
物
を
意
味
す
る
か
と
も
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
の
特
徴
は
、
サ
サ
ゲ
の
対
語
は
カ
マ
ヘ
で
は
な
く
カ
ナ
イ
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
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こ
の
「
世
ノ
ッ
ポ
ー
ー
」
は
、
ミ
サ
サ
ゲ
と
し
て
ど
の
様
な
も
の
か
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
「
世
の
つ
ぼ
に
御
神
酒
お
ま
か
な
い
」
（
一
二
一
八
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
右
の
ツ
ポ
ニ
・
ミ
シ
ャ
ク
（
神
酒
）
は
、
酒
に
関
連
（錨）
す
る
ミ
サ
サ
ゲ
と
推
測
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
ろ
。
ま
た
、
サ
サ
ゲ
の
場
で
、
（
オ
モ
ロ
）
「
拍
子
」
も
奏
さ
れ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
そ
し
て
、
次
に
挙
げ
る
オ
モ
ロ
で
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
ツ
ポ
ニ
と
オ
キ
ャ
カ
モ
イ
（
尚
真
王
）
と
の
か
か
わ
り
が
、
く
み
も
の
う
ち
の
ま
み
や
〉
で
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
聞
得
大
君
や
お
れ
て
い
の
り
よ
わ
れ
ば
島
が
い
の
ち
お
き
や
か
も
い
に
み
お
や
せ
／
い
せ
え
け
り
按
司
お
そ
い
世
の
つ
ほ
に
と
り
よ
わ
ち
へ
…
／
み
も
の
う
ち
の
ま
み
や
に
く
に
め
つ
ら
あ
ふ
ら
ち
へ
…
」
（
六
五
四
）
このミモノウチという語は、カワルメと対になる用例が多い。一一一○・一一九一一・二九七がそれであ
り、そのうちの二首、一一一○・一一九七は〈キミテズリ〉のオモロである。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
君
誇
り
の
位
置
し
た
、
カ
ワ
ル
メ
（
ミ
モ
ノ
ウ
チ
）
の
庭
近
辺
に
ミ
サ
サ
ゲ
や
歳
暮
が
置
か
れ
オ
モ
ロ
拍
子
が
奏
さ
れ
た
、
と
推
測
し
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に
ミ
サ
サ
ゲ
と
い
う
語
が
あ
る
。
一
佐
敷
か
ら
み
さ
さ
げ
や
の
ぼ
て
や
ち
よ
世
の
つ
ほ
に
御
み
神
酒
ぬ
き
上
げ
ば
の
ち
ま
さ
る
拍
子
う
ち
ち
へ
み
お
や
せ
又
根
国
か
ら
み
さ
さ
げ
や
の
ぼ
て
や
ち
よ
世
の
つ
ほ
に
御
み
神
酒
（一二九八）
〉
つ
ぼ
に
御
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カマヘそのものについては、イシキナハ（久米島）の庭に「かまへ積むせんよせけらへ」（一四四九）、
島
の
親
の
と
こ
ろ
に
「
か
ま
へ
積
で
み
お
や
せ
」
（
一
○
七
二
）
な
ど
と
う
た
う
の
み
で
、
多
く
を
語
っ
て
い
な
い
。
た
だ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
沖
縄
の
南
部
・
北
部
か
ら
の
カ
マ
ヘ
の
船
遣
れ
を
、
「
上
下
の
か
ま
え
積
ん
で
み
お
や
せ
」
（
八
四
一
・
八
九
○
）
、
あ
る
い
は
、
「
勝
連
が
船
や
れ
船
や
れ
ど
み
か
ま
へ
喜
界
お
お
み
や
ひ
ち
や
ち
な
ち
へ
み
お
や
せ
」
と
、
ひ
ろ
く
大
島
方
面
か
ら
の
カ
マ
ヘ
の
船
積
み
を
う
た
う
も
の
（
九
三
九
）
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
と
く
に
注
意
し
た
い
の
は
、
こ
こ
で
カ
マ
ヘ
の
船
遣
れ
を
す
る
と
う
た
う
、
ナ
ョ
ク
ラ
と
ア
ケ
シ
ノ
に
つ
い
て
で
あ
る
。
岩
波
文
庫
ほ
か
に
み
え
る
最
近
の
説
は
両
者
を
神
女
と
み
て
い
る
。
ご
く
初
期
に
伊
波
普
猷
氏
は
フ
レ
ー
ザ
ー
の
〈
君
主
の
魔
術
的
起
源
論
〉
の
影
響
を
う
け
、
ア
ヶ
シ
ノ
を
、
オ
モ
ロ
歌
唱
者
と
同
様
カ
マ
ヘ
に
か
か
わ
る
公
的
魔
術
師
に
当
た
る
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
租
税
に
関
す
る
オ
モ
ロ
と
し
て
「
あ
か
の
お
え
つ
き
ぎ
や
ひ
と
の
浦
に
あ
つ
る
か
ま
え
よ
せ
か
き
つ
る
ぎ
」
（
四
四
六
）
や
「
あ
け
し
の
が
…
上
下
の
か
ま
へ
積
ん
で
み
お
や
（師）
せ
」
（
八
四
一
）
を
あ
げ
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
伊
波
氏
は
ア
ヶ
シ
ノ
を
祝
女
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
次
の
オ
モ
ロ
も
カ
マ
エ
の
船
や
れ
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
な
よ
く
ら
の
の
ろ
の
あ
ま
へ
と
み
か
ま
へ
積
で
み
お
や
せ
」
（
七
七
七
）
従
っ
て
、
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
の
本
格
的
に
行
わ
れ
る
尚
清
王
時
代
以
前
か
ら
、
君
誇
周
辺
で
、
捧
物
の
儀
礼
が
行
わ
祀
（妬）
れ
て
い
た
こ
と
を
推
測
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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こ
こ
で
考
え
た
い
の
は
、
ナ
ョ
ク
ラ
の
ノ
ロ
と
く
あ
ま
へ
と
み
〉
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
船
名
ア
マ
ヘ
ト
ミ
は
、
ヒ
キ
名
の
船
オ
シ
ア
ケ
ト
ミ
の
対
語
と
し
て
オ
モ
ロ
九
五
に
み
え
る
。
ナ
ョ
ク
ラ
に
は
ほ
か
に
航
海
に
関
す
る
オ
モ
ロ
数
首
も
あ
る
。
ヒ
キ
制
度
は
本
来
十
数
ヒ
キ
で
構
成
さ
れ
る
組
織
で
あ
り
、
各
ヒ
キ
は
船
名
を
そ
の
呼
び
名
、
た
と
え
ば
セ
ヂ
ア
ラ
ト
ミ
、
な
ど
と
し
て
い
た
。
オ
モ
ロ
は
そ
の
殆
ど
の
一
四
の
ヒ
キ
名
と
そ
の
船
、
そ
の
航
行
を
う
た
っ
て
い
る
。
そ
の
構
成
員
は
船
員
的
な
職
名
を
も
ち
、
実
際
に
か
れ
ら
の
な
か
か
ら
渡
唐
船
の
乗
員
が
任
命
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
辞
令
書
が
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。
ア
ケ
シ
ノ
に
つ
い
て
は
旧
稿
で
、
航
海
・
貢
納
に
か
か
わ
り
、
百
度
拍
子
（
オ
モ
ロ
）
を
打
ち
上
げ
る
な
さ
い
き
よ
（
父
な
る
人
）
、
と
う
た
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
、
ヒ
キ
と
係
わ
る
者
と
解
釈
し
た
（
二
○
○
二
年
Ａ
、
注
別
）
。
く
あ
ま
へ
と
み
〉
も
ヒ
キ
名
の
別
名
で
あ
り
、
ま
た
〈
な
よ
く
ら
の
の
ろ
〉
の
ナ
ョ
ク
ラ
も
、
久
米
島
雨
乞
い
オ
タ
カ
ベ
で
は
、
キ
ミ
カ
ナ
シ
と
の
回
路
を
も
つ
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
首
を
ふ
く
め
て
ヒ
キ
名
の
船
の
オ
モ
ロ
は
や
は
り
ヒ
キ
に
結
び
つ
い
た
オ
モ
ロ
と
解
釈
す
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
祝
女
と
す
る
従
来
説
に
は
飛
躍
が
あ
る
と筆者はかんがえる。
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
は
、
王
と
ヒ
キ
・
ヒ
キ
系
官
員
が
主
体
と
な
っ
て
、
君
誇
近
辺
で
行
う
、
ミ
モ
ノ
ァ
ソ
ビ
と
い
う
、
万
お
わ
り
に
Ｉ
ま
と
め
に
代
え
て
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高
次
の
物
参
り
で
あ
り
、
十
六
世
紀
半
ば
か
ら
数
十
年
間
続
い
た
も
の
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
尚
真
王
時
代
か
ら
、
こ
の
君
誇
り
近
辺
は
捧
物
を
受
け
渡
す
場
と
認
め
ら
れ
て
お
り
オ
モ
ロ
に
も
う
た
わ
れ
た
。
奉
神
門
に
君
誇
を
造
っ
た
の
も
こ
の
時
代
で
あ
っ
た
。
君
誇
は
奉
神
門
の
別
名
と
し
て
記
録
さ
れ
る
。
物
参
り
は
こ
の
他
主
要
な
王
府
儀
礼
の
基
礎
に
な
る
要
素
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
受
け
も
つ
の
が
呪
術
者
的
な
性
格
を
も
つ
ヒ
キ
や
ヒ
キ
系
官
員
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
、
捧
物
や
カ
マ
ヘ
を
寄
せ
、
そ
の
中
継
ぎ
を
行
う
、
と
う
た
わ
れ
た
の
も
こ
の
事
と
の
関
わ
り
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
君
誇
を
各
地
か
ら
の
サ
サ
ゲ
（
捧
物
）
、
季
節
の
各
地
の
産
物
の
集
積
場
と
し
て
は
っ
き
り
と
記
す
の
は
主
に
「
公
事
帳
」
で
あ
る
。
歳
暮
の
時
期
や
正
月
に
、
地
方
役
人
は
〈
御
捧
〉
を
携
え
て
、
本
島
各
地
や
離
島
か
ら
集
ま
り
、
そ
こ
に
な
ら
べ
た
。
無
官
の
村
役
人
が
そ
れ
を
担
い
で
整
列
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
彼
ら
に
応
対
す
る
の
も
ヒ
キ
系
官
員
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
は
、
『
お
も
ろ
さ
う
し
」
所
載
の
多
く
の
オ
モ
ロ
か
ら
み
て
、
こ
の
場
に
お
け
る
、
ヒ
キ
役
た
ち
と
、
王
府
に
祀
ら
れ
た
、
か
れ
ら
と
血
縁
的
関
系
を
結
ぶ
神
々
の
神
降
り
と
そ
の
交
歓
で
あ
っ
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
の
オ
モ
ロ
を
ヒ
キ
役
が
稲
穂
祭
や
稲
大
祭
で
う
た
っ
た
の
は
、
彼
等
自
身
が
献
上
物
の
貢
進
に
携
わ
り
、
ま
た
そ
の
穀
物
の
生
育
の
た
め
に
行
う
王
府
の
物
忌
み
儀
礼
を
行
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
食
糧
や
上
納
品
と
し
て
の
稲
・
麦
・
そ
の
他
の
農
作
物
を
得
る
た
め
の
生
活
が
、
農
耕
儀
礼
の
基
礎
に
あ
り
、
実
際
に
こ
れ
ら
の
生
活
の
な
か
で
、
生
育
を
阻
む
害
虫
を
憎
み
、
作
物
が
無
事
に
育
つ
こ
と
を
ね
が
っ
て
過
ご
す
禁
忌
・
物
であった。
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キ
ン
マ
モ
ノ
祭
事
や
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
は
こ
れ
ら
を
基
に
し
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
、
よ
り
高
次
の
政
治
的
な
儀
礼
で
あ
っ
た
と
か
ん
が
え
る
。
琉
球
王
国
の
中
世
・
近
世
の
王
府
儀
礼
を
概
観
す
る
と
、
そ
の
土
台
と
し
て
あ
る
の
は
、
上
記
諸
儀
礼
の
基
礎
を
な
す
物
参
り
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
も
ミ
モ
ノ
ァ
ソ
ビ
と
よ
ば
れ
る
、
モ
ノ
に
関
す
る
祭
祀
で
あ
り
、
そ
の
他
の
農
耕
儀
礼
と
根
は
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
古
代
の
日
本
を
ふ
く
め
て
、
｜
般
に
、
古
代
的
な
社
会
で
は
共
同
体
の
成
員
に
よ
る
穀
物
の
初
穂
の
献
上
が
租
税
に
転
化
す
る
現
象
が
み
ら
れ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
こ
れ
と
は
別
に
古
代
日
本
に
は
ミ
ッ
ギ
と
よ
ぶ
山
野
河
海
の
産
物
を
天
皇
・
朝
廷
に
貢
行
す
る
慣
行
が
あ
っ
た
。
沖
縄
北
部
の
束
取
儀
礼
は
貢
納
と
初
穂
儀
礼
の
一
体
化
を
示
す
事
例
で
あ
り
、
ミ
ッ
ギ
に
相
当
す
る
の
が
、
小
稿
で
み
て
き
た
く
御
捧
〉
サ
サ
ゲ
・
ミ
サ
サ
ゲ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
上
記
の
王
府
諸
儀
礼
の
実
質
的
な
主
宰
者
は
、
里
主
（
近
世
の
地
頭
）
の
妻
女
と
し
て
の
、
首
里
殿
内
の
首
里
大
ア
ム
シ
ラ
レ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
女
ら
の
信
仰
対
象
は
火
神
や
、
時
に
聞
得
大
君
按
司
の
介
在
に
よ
る
、
首
里
殿
内
管
轄
の
弁
嶽
弁
才
天
と
い
う
、
外
来
神
信
仰
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
と
か
ん
が
え
る
。
地
頭
が
稲
祭
り
忌
み
の
日
々
や
、
》
あろう。この意吐
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
々
や
、
厳
し
い
天
候
条
件
の
な
か
で
適
度
な
降
雨
を
ね
が
う
と
い
う
、
切
実
な
生
活
感
情
が
育
ま
れ
た
の
で
こ
の
意
味
で
、
王
府
の
主
要
な
儀
礼
は
、
稲
穂
・
大
祭
、
ミ
シ
キ
ョ
マ
・
雨
乞
儀
礼
な
ど
の
農
耕
儀
礼
と
云
っ
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で
行
う
、
根
人
た
ち
を
統
率
す
る
と
い
う
重
要
な
役
割
は
、
宮
城
氏
の
調
査
に
よ
る
田
名
の
束
取
り
祭
の
事
例
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
『
由
来
記
』
の
記
す
王
府
稲
祭
の
地
頭
に
も
同
様
の
役
割
の
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ヒ
キ
や
ヒ
キ
系
官
人
は
、
王
府
祭
祀
の
実
行
に
お
い
て
は
、
地
頭
や
首
里
大
ア
ム
シ
ラ
レ
な
ど
に
従
う
弱
い
立
場
に
あ
る
者
た
ち
で
あ
っ
た
が
、
普
遍
的
に
古
代
的
な
社
会
に
広
く
分
布
す
る
と
い
う
、
民
間
信
仰
的
な
、
人
を
神
に
祀
る
習
俗
、
人
神
信
仰
と
、
人
と
神
の
間
に
血
縁
的
関
係
を
み
る
と
い
う
思
想
を
も
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
独
自
の
職
事
の
一
つ
と
し
て
オ
モ
ロ
ヘ
の
直
接
の
関
わ
り
が
あ
り
、
そ
れ
が
後
に
御
唄
役
と
い
う
専
門
職
と
し
て
分
枝
し
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
儀
礼
の
多
く
の
詞
書
付
き
オ
モ
ロ
も
、
こ
の
者
た
ち
に
よ
り
歌
わ
れ
た
も
の
と
か
ん
が
え
る
の
が
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
の
特
徴
は
、
キ
ン
マ
モ
ノ
の
儀
礼
と
連
係
す
る
と
い
う
性
格
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
キ
ン
マ
モ
ノ
の
神
と
祭
事
は
各
地
の
、
稲
祭
り
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
久
米
島
で
は
按
司
に
懸
依
す
る
神
で
あ
っ
た
。
王
府
の
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
は
、
オ
モ
ロ
か
ら
み
て
、
嘉
靖
二
十
四
年
（
一
五
四
五
）
か
ら
万
暦
三
五
年
（
一
六
○
七
）
年
ま
で
続
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
最
初
の
儀
礼
は
王
府
の
キ
ン
マ
モ
ノ
儀
礼
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
行
わ
れ
て
い
る
。
碑
文
と
そ
の
改
作
オ
モ
ロ
に
よ
り
、
嘉
靖
二
五
年
に
継
世
門
が
完
成
し
、
そ
の
一
郭
の
国
中
城
で
キ
ミ
マ
モ
ノ
儀
礼
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
よ
れ
ば
最
初
の
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
は
継
世
門
完
成
前
の
二
四
年
、
恐
ら
く
そ
の
工
事
中
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
関
す
る
オ
モ
ロ
は
こ
の
時
代
に
つ
い
て
の
重
要
な
一
次
自然である。
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王
府
の
稲
穂
祭
で
う
た
う
、
継
世
門
の
下
に
世
果
報
を
み
お
や
せ
、
雪
の
よ
う
に
し
ろ
い
米
や
黍
を
み
お
や
せ
、
と
い
う
意
の
オ
モ
ロ
は
、
本
来
は
首
里
殿
内
中
心
の
新
し
い
儀
礼
形
式
（
国
中
域
の
キ
ン
マ
モ
ン
祭
事
）
と
密
接
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
（
一
五
一
一
）
。
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
の
オ
モ
ロ
に
つ
い
て
、
王
府
の
王
族
女
性
が
直
接
に
関
わ
り
歌
っ
た
も
の
と
説
く
従
来
説
は
飛
躍
が
あ
り
賛
成
で
き
な
い
。
従
来
説
の
論
拠
の
一
つ
で
あ
る
史
料
Ａ
『
神
道
記
」
が
、
王
庭
を
会
所
と
し
、
そ
の
装
束
は
託
女
も
王
臣
と
同
じ
で
あ
り
、
鼓
を
打
ち
う
た
い
、
三
十
本
も
の
傘
を
た
て
て
行
う
儀
礼
、
と
記
録
し
て
い
る
の
は
実
際
に
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
が
行
わ
れ
て
い
た
時
代
の
見
聞
記
録
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
小
稿
で
述
べ
た
こ
の
儀
礼
の
イ
メ
ー
ジ
と
も
矛
盾
し
な
い
と
考
え
る
。
袋中は同書の他の箇所でも「託女」という言葉を多用している。「託女一一一三人は皆以王家也。．：聞
得
大
君
を
長
と
す
」
は
よ
く
知
ら
れ
た
記
録
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
れ
を
、
周
知
の
陳
侃
の
見
聞
「
俗
神
を
畏
る
。
…
国
人
不
善
を
な
す
を
謀
ら
ん
と
欲
せ
ば
神
即
ち
王
に
告
げ
・
・
・
」
と
同
様
に
弁
才
天
の
神
判
的
な
場
に
つ
い
て
の
記
録
と
み
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ヤ
マ
ト
の
民
間
仏
教
的
な
外
来
神
に
関
わ
っ
た
の
が
、
王
家
の
聞
得
大
君
按
司
で
あ
り
、
ま
た
、
袋
中
の
い
う
「
託
女
」
の
な
か
に
は
、
尚
清
王
時
代
創
建
の
大
美
御
殿
に
属
し
て
力
を
得
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
い
わ
ゆ
る
王
族
女
性
も
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
と
か
ん
が
え
る
。
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
儀
礼
の
主
体
で
は
な
い
が
、
間
接
的
な
参
集
者
と
し
て
同
じ
衣
装
を
つ
け
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
か
ん
が
え
る
。
こ
の
儀
礼
の
直
接
的
史料となる。
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な
行
為
者
は
、
袋
中
も
記
録
す
る
「
王
臣
」
つ
ま
り
官
員
の
方
だ
っ
た
と
推
定
す
る
。
こ
の
儀
礼
を
国
王
慶
賀
の
た
め
の
王
族
神
女
の
神
降
り
、
王
族
神
女
が
オ
モ
ロ
を
う
た
う
儀
礼
、
と
み
る
こ
と
は
従
来
の
説
に
共
通
し
て
い
る
。
従
来
説
は
、
こ
れ
を
当
時
存
在
し
た
巫
女
の
組
織
の
記
録
と
み
て
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
初
期
の
ほ
か
の
王
府
祭
祀
儀
礼
の
主
体
で
も
あ
り
、
オ
モ
ロ
も
う
た
っ
た
、
と
解
釈
し
て
き
た
。
筆
者
の
視
点
に
つ
い
て
は
繰
り
返
さ
な
い
が
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
オ
モ
ロ
に
、
サ
ス
カ
サ
・
セ
ン
キ
ミ
等
の
、
久
米
島
出
自
と
推
定
さ
れ
る
神
名
を
は
じ
め
と
し
て
、
同
島
の
雨
乞
オ
タ
カ
ベ
の
神
名
、
テ
ル
カ
ハ
・
キ
ミ
カ
ナ
シ
が
み
ら
れ
、
又
そ
の
天
界
観
を
共
有
し
て
い
る
の
は
、
同
島
の
稲
祭
の
「
仲
里
城
祭
礼
之
お
も
ろ
」
の
分
析
に
示
し
た
よ
う
に
（
二
○
○
四
年
拙
稿
）
、
同
島
は
王
府
の
数
度
に
わ
た
る
討
伐
を
う
け
た
直
轄
地
で
あ
っ
た
た
め
に
、
首
里
の
「
王
に
せ
の
田
原
」
が
あ
り
、
同
島
の
一
部
の
稲
祭
儀
礼
は
長
く
、
同
島
出
自
の
王
府
の
官
員
と
交
流
を
保
ち
な
が
ら
行
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
、
こ
の
継
続
し
た
ふ
か
い
関
係
に
起
因
す
る
も
の
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
拙
稿
（二○○一年）「キンマモンの神とその成立をめぐって」（「沖縄文化研究』二七号）
（
二
○
○
二
年
）
Ａ
「
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
み
る
久
米
島
出
自
の
神
々
の
変
容
と
そ
の
歴
史
的
背
景
」
（
『
沖
縄
文
化
研
究
』
二
八
号
）
Ｂ「おもろさうしにみる久米島出自の神サスカサの変容］上（「学習院大学国語国文学会誌」四五号）
（二○○三年）「『おもろさうし』のキミカナシとヒキの官員」（『沖縄文化研究』二九号）
8２ 
Hosei University Repository
注
（
１
）
『
琉
球
神
道
記
』
（
角
川
書
店
、
昭
和
四
五
年
、
一
一
四
頁
）
、
「
琉
球
国
旧
記
」
巻
之
六
、
公
房
嶽
、
『
遺
老
説
伝
』
（
二
五
話
、
角
川
書
店
、
昭
和
五
三
年
）
に
も
あ
る
。
（
２
）
そ
の
他
、
日
付
・
詞
書
は
な
い
が
、
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
〉
オ
モ
ロ
と
思
わ
れ
る
も
の
に
、
七
二
五
・
一
一
○
二
・
一
一
一
一
一
な
ど
が
あ
（
二
○
○
四
年
）
「
中
世
沖
縄
の
稲
祭
と
雨
乞
儀
礼
に
み
る
大
ア
ム
シ
ラ
レ
と
ヒ
キ
系
官
員
の
役
割
」
上
（
同
右
三
○
号
）
（一一○○六年）「同右」下（同右三一一号）
（二○○七年）「王城祭祀における禁中女官・君々ほかの職事に関する基礎的考察」（同右一一一三号）
（３）『全集』巻一一、一八九頁。巻七、一五一・’三一頁。柳田国男氏もこれに従われる。
（
４
）
鳥
越
意
三
郎
『
琉
球
宗
教
史
の
研
究
』
（
角
川
書
店
、
昭
和
四
○
年
、
四
八
六
～
四
九
一
頁
）
（
５
）
倉
塚
曄
子
『
巫
女
の
文
化
』
（
平
凡
社
選
書
、
一
九
七
九
年
、
一
六
六
頁
）
。
池
宮
正
治
（
『
お
も
る
精
華
抄
』
ひ
る
ぎ
社
、
一
四
七
頁
）
「
日
本
の
神
々
」
（
巻
一
三
、
南
西
諸
島
、
白
水
社
、
一
九
八
七
年
、
一
五
七
頁
、
小
島
瑠
礼
）
。
「
沖
縄
大
百
科
事
典
』
〈
キ
ン
マ
モ
ン
〉
の
項
（
宮
城
栄
昌
）
、
同
じ
く
〈
き
み
て
づ
り
も
も
か
ほ
う
ご
と
〉
の
項
（
平
敷
令
治
）
、
『
日
本
民
俗
大
辞
典
』
〈
聞
得
大
君
〉
の
項
（
高
梨
一
美
）
、
末
次
智
『
琉
球
の
王
権
と
神
話
」
（
第
一
書
一
房
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
。
（
６
）
宮
崎
道
生
「
〈
白
石
先
生
琉
人
問
対
〉
に
つ
い
て
」
（
「
弘
前
大
学
国
史
研
究
」
一
八
号
、
昭
和
三
四
年
）
。
琉
球
使
の
答
え
は
る
。
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（
７
）
例
え
ば
円
覚
禅
寺
記
と
オ
モ
ロ
一
一
八
三
と
の
関
係
（
渡
名
喜
明
「
古
琉
球
王
権
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
『
新
沖
縄
文
学
』
八
五
号
、
一
九
九
○
年
）
。
オ
モ
ロ
一
○
一
と
添
継
御
門
の
碑
文
の
関
係
に
つ
い
て
は
た
び
た
び
ふ
れ
た
（
二
○
○
一
年
拙
稿
）
。
嘉
靖
二
五
年
の
添
継
御
門
の
碑
文
は
「
添
継
御
門
北
之
碑
文
」
（
漢
文
）
と
「
す
え
つ
ぎ
御
門
の
南
碑
文
」
（
平
仮
名
）
の
二
種
（
『
世
鑑
』
巻
五
）
。
い
ず
れ
も
造
営
参
加
の
ヒ
キ
役
に
言
及
し
、
王
や
一
一
一
司
官
と
の
関
係
に
触
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
後
者
の
「
く
に
ぐ
に
の
あ
ん
じ
べ
、
み
ば
ん
の
親
雲
上
た
、
さ
と
い
し
べ
、
け
ら
い
あ
く
か
く
、
こ
く
よ
り
上
下
、
又
お
く
と
よ
り
上
、
宮
古
八
重
山
の
お
え
か
人
、
大
小
の
人
々
そ
ろ
て
、
御
い
し
が
き
、
つ
み
申
候
」
の
部
分
を
、
前
者
は
、
「
…
然
則
自
天
子
之
元
子
衆
子
。
至
公
卿
大
夫
之
元
子
適
子
。
與
百
姓
凡
民
。
項
々
録
々
。
不
労
遠
近
、
不
説
寒
暑
…
」
と
記
す
。
「
元
子
」
「
適
子
」
は
、
天
子
の
嫡
子
・
長
子
の
意
で
あ
り
、
衆
子
は
、
長
子
以
外
の
子
、
庶
子
の
意
で
あ
る
（
『
大
漢
和
辞
典
』
。
こ
れ
は
、
実
際
の
王
子
や
庶
子
、
あ
る
い
は
公
卿
（
「
琉
球
国
中
山
王
府
官
制
』
に
い
う
、
「
法
司
正
卿
」
の
意
で
三
司
官
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
）
の
嫡
子
・
長
子
。
つ
ま
り
王
。
一
一
一
司
官
の
子
や
庶
子
の
造
営
へ
の
参
加
を
い
う
も
の
で
あ
る
。
三
司
官
の
な
か
に
は
、
王
舅
と
し
て
の
立
場
に
あ
る
者
も
い
た
か
ら
、
実
際
に
そ
の
嫡
子
や
長
子
が
「
王
」
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
ヒ
キ
は
血
縁
関
係
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
が
、
こ
の
碑
文
で
は
、
そ
の
ヒ
キ
と
王
は
近
し
い
関
係
を
も
つ
一
組
、
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
８
）
『
久
米
島
具
志
川
旧
記
』
（
一
七
○
三
年
以
前
の
史
料
を
含
み
、
一
七
四
三
年
成
立
の
史
料
）
の
「
キ
ミ
マ
モ
ノ
出
現
の
事
」
現事」。
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
「
万
暦
年
間
、
日
本
僧
袋
中
在
琉
国
、
詳
記
神
道
之
事
、
然
百
年
以
来
、
国
俗
大
変
、
今
也
不
問
神
出
肌
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に、昔、「キミマモノ出現」を、久米島から国頭里主を通じて、首里王府に奏上した、とある（拙稿二○○一
年）。注肥参照。
（９）「君真物の来訪」（『全集」巻五、一一一二一一頁）。
（岨）『琉球史辞典』年中行事の八月の項。「那覇市史』資料篇巻一一、那覇の民俗（ヨーカピー）五三二頁。『沖縄
大百科事典』芝差しの項。
（、）その他の例。六九五・七三四・七一一一八・七三九・七四○・七四一一一・七四五・
（ｕ）渡名喜明「〈王城之公事〉関係史料」（「史料編集室紀要』一三号、一九八八年）。
（Ⅲ）『南島風土記」（昭和四九年、一五六頁）。「金石文ｌ歴史資料調査報告書ｖ』（一九八五年、三一一頁）。
（Ⅲ）亀井孝「ティダの語源」（「亀井孝論文集』二、吉川弘文館、昭和四八年）。
（妬）伊波普猷氏は、キミカナシを主上と解釈された（『全集」巻六、一五九頁。二○○三年拙稿注咄参照）。筆
者も、氏の意見にちかい。
（咄）「定本琉球国由来記』巻五、十八項。『女官御双紙」巻中。
（Ⅳ）二○○二年Ｂ拙稿。従来説では、サシフを神の懸依する神女と解釈する。
（肥）倉塚氏は未詳語「せらちへん」「ヂラテン」は大島大棚の新穂祭オモリなどにみえる「ザラテン港」と関係
があり、他界的世界を意味する語かとされる（注５著書一五三頁）。
（凹）注５の『日本の神々』一三八・一三九頁。カワルメの御イベとは、古図によれば、正殿の南、内原書院南
中世沖縄の王府儀礼くキミテズリ百果報事〉の意義8５ 
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（
Ⅲ
）
梅
木
哲
人
「
久
米
仲
里
間
切
公
事
帳
」
解
題
。
（
皿
）
川
辺
裕
幸
「
渡
嘉
敷
間
切
公
事
帳
」
解
題
九
六
頁
。
（
羽
）
森
田
晃
一
「
渡
嘉
敷
間
切
公
事
帳
の
特
徴
」
一
○
六
頁
。
（皿）川辺裕幸「渡嘉敷間切公事帳の年中行事」一三一一～一一一一八頁。
（妬）公事帳等のこれらの史料に共通して「婚立」「担立」（婚は担の旧字）の熟語がみえる。「櫓」は、重い物を
担
ぐ
意
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
御
捧
を
担
い
で
立
つ
、
下
位
の
役
人
が
お
り
、
そ
の
後
に
さ
は
く
り
達
が
並
ん
だ
の
で
は
なかろうか。久米島の一八三一年の公事帳に、御捧物を担ぐ棒二本を請取って持登事、とある（一一七○頁）
の
も
こ
の
事
に
関
連
す
る
も
の
で
は
「
琉
球
王
家
年
中
行
事
」
の
史
料
は
『
浦
添
市
立
図
書
館
紀
要
Ⅲ
２
』
（
一
九
九
○
年
）
、
渡
名
喜
明
氏
紹
介
の
「
琉
球
国
王
年
中
行
事
正
月
式
之
内
」
（
『
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
紀
要
」
一
三
号
、
一
九
八
八
年
）
に
も
君
誇
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
あ
た
り
の
苅
銘
嶽
の
こ
と
と
い
う
。
（
別
）
主
な
「
間
切
公
事
帳
」
の
翻
刻
・
解
題
・
論
考
に
、
梅
木
哲
人
「
久
米
島
の
規
模
帳
・
公
事
帳
に
つ
い
て
」
「
久
米
仲
里
間
切
公事帳」ｓ沖縄久米島』弘文堂、昭和五一年、同資料篇、所収）、田里修「間切公事帳について」（『沖縄市
史
資
料
集
１
，
１
間
切
公
事
帳
の
世
界
ｌ
、
昭
和
六
二
年
）
、
森
田
晃
一
「
渡
嘉
敷
間
切
公
事
帳
の
特
徴
」
・
川
部
裕
幸
「
渡
嘉
敷
間
切
公
事
帳
」
解
題
、
「
渡
嘉
敷
間
切
公
事
帳
の
年
中
行
事
」
ｓ
諸
国
叢
書
、
第
十
二
輯
、
平
成
七
年
、
所
収
）
な
ど
が
ある。
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（
邪
）
『
諸
国
叢
書
』
第
十
二
輯
所
収
、
渡
嘉
敷
公
事
帳
の
翻
刻
七
四
頁
。
（〃）「間切公事帳の世界」二○頁。
（
肥
）
「
間
切
公
事
帳
の
世
界
」
二
○
頁
。
『
琉
球
史
辞
典
』
代
官
の
項
・
「
羽
地
仕
置
」
参
照
。
代
官
と
は
、
取
納
事
務
催
促
の
た
め
に
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
者
と
も
い
う
。
「
由
来
記
」
巻
こ
の
八
八
～
九
一
項
は
、
四
代
官
制
度
に
つ
い
て
記
録
し
、
四
代
官
の
各
々
の
役
目
は
、
各
担
当
数
間
切
の
「
上
納
品
物
取
佛
也
」
と
い
う
。
「
琉
球
国
旧
記
』
巻
一
一
の
六
二
項
は
、
七
代
官
制
度
に
つ
い
て
記
録
。
『
球
陽
』
（
八
一
四
項
）
は
一
七
二
八
年
の
取
納
奉
行
へ
の
移
行
と
、
久
米
方
が
、
国
頭
方
の
兼
理
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
（
注
加
参
照
）
。
（
羽
）
（
拙
稿
二
○
○
二
年
）
な
ど
で
述
べ
た
が
、
こ
れ
よ
り
は
や
く
、
渡
口
真
清
氏
は
同
様
の
大
旨
下
記
の
よ
う
な
見
解
を
『
研
究
余
滴
』
六
二
号
（
一
九
六
九
年
六
月
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
海
上
の
船
を
も
と
に
し
た
、
海
上
警
備
の
た
め
の
海
戦
隊
が
あ
り、交替で陸上の王城警備を行った」。
（
釦
）
七
代
官
制
は
次
の
よ
う
に
区
域
分
け
さ
れ
て
い
た
（
注
邪
参
照
）
。
⑩
首
里
代
官
Ⅱ
真
和
志
・
南
風
原
・
西
原
（
三
間
切
）
、
②
東
代
官
Ⅱ
大
里
・
佐
敷
・
知
念
・
玉
城
（
四
）
、
③
島
尻
代
官
Ⅱ
具
志
頭
・
東
風
平
・
摩
文
仁
・
富
屋
武
・
真
壁
・
高
嶺
（島尻大里）・豊見城（七）、側浦添代官Ⅱ浦添・中城・北谷（三）、⑤越来代官Ⅱ越来・読谷山・具志川・
勝連（四）、⑥今帰仁・金武・名護・羽地・国頭（五）、、久米代官Ⅱ久米・慶良間・粟国・渡名喜（四）
（虹）石母田正『日本の古代国家』（第四章、三、田祖と調の原初形態、岩波書店、一九七一年）。宣長は「稲の貢
納
や
田
祖
も
本
来
は
ミ
ッ
ギ
の
内
」
（
『
古
事
記
伝
』
と
指
摘
し
た
と
い
う
。
川
部
裕
幸
氏
は
、
貢
納
と
収
穫
儀
礼
の
関
係
に
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言及され（「渡嘉敷間切公事帳の年中行事」）、田里修氏も〈御捧〉と一一一月三日干瀬組の〈御初〉は、神に捧
げる習慣から転じたもの、とされた（「間切公事帳について」）。
（
犯
）
池
宮
正
治
『
混
効
験
集
の
研
究
』
（
第
一
書
房
、
一
九
九
五
年
、
一
八
六
頁
）
。
（鍋）小川徹『近世沖縄の民俗史』（弘文堂、昭和六一一年、一一一一一七～一一三九頁）。
（
弘
）
宮
城
真
治
『
古
代
沖
縄
の
姿
」
二
九
五
四
年
）
。
宮
城
氏
説
は
、
如
何
に
し
て
土
着
の
原
初
的
と
思
わ
れ
る
「
同
一
御
嶽
の
氏
子
集
団
」
の
創
設
者
大
屋
（
比
屋
）
と
、
氏
子
た
る
者
た
ち
に
よ
る
稲
祭
に
、
後
に
里
主
所
と
い
う
土
地
を
得
た
地
頭
（
そ
の
前
身
は
里
主
）
が
加
わ
り
、
か
れ
ら
を
を
牛
耳
っ
て
い
た
か
を
、
伊
平
屋
田
名
の
束
取
祭
を
例
に
と
り
具
体
的
に
述
べ
る
も
の
で
、
貴
重
な
調
査
記
録
で
あ
る
。
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
王
府
の
農
耕
儀
礼
を
主
宰
し
た
首
里
大
ア
ム
シ
ラ
レ
の
出
自
は
、
こ
の
よ
う
な
里
主
の
一
族
で
あ
っ
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
里
主
が
い
か
に
、
稲
の
祭
り
に
深
く
係
わ
っ
て
い
た
か
を
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
（
妬
）
ツ
ポ
ニ
と
は
あ
る
い
は
『
君
南
風
由
来
記
』
に
い
う
「
御
飾
御
玉
貫
御
酒
」
（
外
側
を
、
玉
を
貫
い
た
紐
で
覆
う
瓶
子
）
の
如
き
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
弱
）
宮
古
島
の
「
雍
正
旧
記
」
に
、
首
里
森
に
「
定
納
相
調
初
て
琉
球
へ
差
上
」
る
ア
ャ
ゴ
と
し
て
、
「
年
貢
」
を
首
里
も
り
の
「
前
の
庭
つ
み
あ
げ
て
大
庭
積
み
上
げ
て
」
と
う
た
う
。
こ
れ
は
弘
治
年
間
、
尚
真
王
時
代
の
八
重
山
征
伐
に
か
か
わ
る
宮
古
島
の
服
属
の
印
と
し
て
で
あ
っ
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
（
『
平
良
市
史
』
五
四
頁
）
。
（
訂
）
『
伊
波
普
猷
全
集
』
巻
七
（
平
凡
社
、
昭
和
五
十
年
、
一
三
九
～
一
四
頁
）
。
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